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（
279
）	

「（
警
笛
）
頭
を
悩
ま
す
図
書
館
策
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
七
号
、

一
九
三
二
年
一
一
月
一
七
日
。
同
右
、
八
五
頁
）。

（
280
）	
「
図
書
館
の
夜
間
開
放
／
日
土
を
除
く
毎
夜
八
時
半
ま
で
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
八
一
号
、
一
九
二
九
年
九
月
二
二
日
。
同
右
、
五
九
頁
）。「
大
人
気

の
夜
間
開
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
二
号
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
一
五

日
。
同
前
、
六
〇
頁
）。

（
281
）	

「
夜
間
開
館
は
廃
止
／
利
用
者
僅
小
の
た
め
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
五

号
、
一
九
三
〇
年
一
月
一
五
日
。
同
右
、
六
四
頁
）。

（
282
）	

「（
警
笛
）
夜
の
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
二
三
号
、
一
九
三
三

年
五
月
一
五
日
。
同
右
、
九
一
頁
）。

（
283
）	 “H

ow the Library is used in the E
vening”

（「
ス
パ
ッ
ッ
ク
マ
ン
・
オ
ー

ヴ
ァ
ト
ン
文
書
」N

o. 13410

）。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一

巻
、
六
三
六
頁
所
収
。
た
だ
し
、
資
料
集
で
の
資
料
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る“

R
eport of the A

cting Librarian, February-N
ovem

ber”

と
、
本
書

で
引
用
し
た“H

ow the Library is used in the E
vening”

は
別
資
料
。

（
284
）	

立
教
大
学
「
昭
和
十
六
年
度
私
立
大
学
年
報
」（「
昭
和
六
年
度
起
学
事
年

報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
285
）	

「
米
国
か
ら
洋
書
四
千
冊
／
図
書
館
着
々
充
実
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六

巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年
一
月
二
八
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

資
料
集
』
九
五
頁
）。

（
286
）	

「
図
書
館
だ
よ
り
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇
年
五

月
二
八
日
。
同
右
、
九
七
頁
）。

（
287
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

頁
）。

（
288
）	

「
図
書
館
の
新
機
軸
／
本
邦
最
初
の
オ
ー
プ
ン
制
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

一
号
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
日
。
前
掲
『
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
資
料

集
』
一
〇
四
頁
）。

（
289
）	

前
掲
「
再
び
図
書
館
に
呈
し
て
猛
省
を
促
す
」
二
七
頁
。

（
290
）	

「
図
書
館
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
六
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
一
〇
日
。

同
右
、
一
一
一
頁
）。

（
291
）	

「
図
書
館
雑
報
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月

七
日
。
同
右
、
一
〇
一
頁
）。

（
292
）	

閲
覧
課
「
開
館
日
数
入
館
者
数
貸
出
冊
数
統
計
」
一
九
四
七
年
六
月
一
五

日
（「
貸
本
圖
書
月
表
」
立
教
池
袋
図
書
館
所
蔵
）。

（
293
）	

前
掲
「
貸
本
圖
書
月
表
」。

（
注　

第
三
章
）

（
1
）	

内
閣
府
『
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
書　

一
九
二
三

関
東
大
震
災
』（
内
閣
府
、二
〇
〇
六
年
）http://www.bousai.go.jp/kyoiku/ 

kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1923_kanto_daishinsai/index.htm
l

（
2
）	 The Spirit of M

issions, O
ctober 1923, pp. 645-646.

（
3
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 710.

（
4
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 647-651.

（
5
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 653-657.

（
6
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 693.

（
7
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 717-721.
（
8
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 693.

（
9
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 694.

（
10
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 695.

（
11
）	 SM

, O
ctober 1923, pp. 696-697.
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（
12
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 710.

（
13
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 694.

（
14
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 770.
（
15
）	 SM

, January 1924, p. 54.

（
16
）	 SM

, February 1924, p. 130.

（
17
）	 SM

, M
arch 1924, p. 196.

（
18
）	 SM

, A
pril 1924, p. 272.

（
19
）	 SM

, M
ay 1923, p. 344.

（
20
）	 SM

, O
ctober 1923, p. 697. SM

, February 1924, p. 128. SM
, June 1924, 

p. 373.

（
21
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 727-728.

（
22
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 728-729.

（
23
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 730-731.

（
24
）	 SM

, 1923, pp. 716, 719-721, 727, 729, 730-731. 748-749. 837, SM
, 

1924, pp. 4, 6-7.

（
25
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 722, 726.

（
26
）	

古
坂
嵓
城
『
青
山
学
院
八
十
五
年
史
』（
青
山
学
院
、
一
九
五
九
年
）
七
〇

頁
。

（
27
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 727-728.

（
28
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 723-725.

（
29
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 724.

（
30
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 723-725.

（
31
）	 SM

, D
ecem

ber 1923, p. 814.

（
32
）	 SM

, January 1924, p. 59.

（
33
）	 SM

, January 1924, pp. 56-57.

（
34
）	 Ibid.

（
35
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 772-773.

（
36
）	 SM
, N

ovem
ber 1923, pp. 747-748, 786.

（
37
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 725-726.

（
38
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 723-725.

（
39
）	 SM

, A
pril 1924, p. 225.

（
40
）	 Ibid.

（
41
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 724.

（
42
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 725. 

な
お SM

, N
ovem

ber 1923, p. 766. 

の
記

事
に
あ
る
一
一
月
一
五
日
に
日
本
に
向
け
て
出
発
と
あ
る
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
発
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
43
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 725.

（
44
）	 SM

, N
ovem

ber 1923, p. 726.

（
45
）	 SM

, January 1924, p. 59.

（
46
）	 SM

, M
arch 1924, pp. 148, 150-152.

（
47
）	 SM

, M
arch 1924, p. 148.

（
48
）	 SM

, M
arch 1924, pp. 149-152.

（
49
）	 SM

, M
arch 1924, pp. 152, 198, 274, 295, 311-312.

（
50
）	 SM

, M
arch 1924, pp. 160-162.

（
51
）	 SM

, M
ay 1924, pp. 293-295.

（
52
）	 SM

, A
pril 1924, pp. 221-222, 273-274, 293-295.

（
53
）	 SM

, A
pril 1924, p. 224.

（
54
）	 SM

, A
pril 1924, pp. 221-222.

（
55
）	 SM

, A
pril 1924, pp. 273-274.

（
56
）	 SM

, M
ay 1924, p. 295.
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（
57
）	 SM

, M
ay 1924, pp. 297-298.

（
58
）	 SM

, June 1924, p. 410.
（
59
）	 SM

, M
arch 1924, pp. 153-156, M

ay 292, 297-298, 345, June 410, July 

468-469, 476-477.

（
60
）	 SM

, July 1924, p. 471.

（
61
）	 SM

, July 1924, pp. 468-469.

（
62
）	 SM

, N
ovem

ber 1924, pp. 722-723.

（
63
）	 SM

, January 1925, p. 54.

（
64
）	 SM

, A
pril 1925, p. 198.

（
65
）	 SM

, A
pril 1925, pp. 197-199.

（
66
）	 Ibid.

（
67
）	 SM

, A
pril 1925, pp. 242-243.

（
68
）	 SM

, M
ay 1925, pp. 309-310.

（
69
）	 SM

, July 1927, p. 430.

（
70
）	 SM

, July 1932, p. 453.

（
71
）	 SM

, N
ovem

ber 1933, pp. 611-612.

（
72
）	

土
田
宏
成
「
内
閣
の
対
応
」（
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る

専
門
調
査
会
『
1
9
2
3　

関
東
大
震
災
報
告
書
』
第
二
編
、
内
閣
府
、
二

〇
〇
九
年
）
六
八
～
七
二
頁
。
北
原
糸
子
『
関
東
大
震
災
の
社
会
史
』（
朝
日

新
聞
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
六
一
～
六
三
頁
。

（
73
）	

東
京
市
役
所
編
『
東
京
震
災
録
』（
別
輯
、
東
京
市
役
所
、
一
九
二
七
年
、

第
三
章
第
二
節
第
二
十
款
）
に
は
震
災
救
護
を
担
っ
た
民
間
組
織
の
な
か
に

宗
教
団
体
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
神
道
や
仏
教
団
体
の
ほ
か
に
キ
リ
ス
ト
教

団
体
の
救
護
活
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
団

体
は
一
〇
団
体
で
あ
り
、
日
本
聖
公
会
は
第
四
目
「
基
督
教
聖
公
会
」
の
項

目
名
で
そ
の
救
護
活
動
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
六
四
四
～
六
四
六

頁
）。

（
74
）	

「
大
地
し
ん
大
火
災
の
跡
─
東
京
市
聖
公
会
─
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七

巻
第
一
六
号
、
一
九
二
三
年
九
月
一
四
日
）
一
頁
。
稲
垣
陽
一
郎
「
聖
公
会

罹
災
救
護
団
報
告
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
七
号
、
一
九
二
三
年

一
〇
月
五
日
）
三
頁
お
よ
び
前
掲
『
東
京
震
災
録
』（
別
輯
、
六
四
五
頁
）。

救
護
団
の
人
的
構
成
は
、『
基
督
教
週
報
』
の
各
記
事
で
異
同
が
あ
る
が
第

四
七
巻
第
一
七
号
に
よ
る
。
な
お
、「
聖
公
会
罹
災
情
報
」
の
発
行
巻
号
は
、

『
東
京
震
災
録
』
別
輯
で
は
一
一
号
と
あ
り
、『
基
督
教
週
報
』（
第
四
七
巻
第

一
六
号
）
に
は
「･･･

不
取
敢
謄
写
版
刷
罹
さ
い
情
報
を
出
す
こ
と
と
し
、

既
に
第
三
回
ま
で
を
発
し
た
。」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
基
督
教
週

報
』
の
発
行
再
開
後
も
一
定
期
間
、「
聖
公
会
罹
災
情
報
」
は
発
行
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
原
史
料
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
同
誌
の
初
号

の
発
行
は
、
九
月
五
日
で
あ
っ
た
（
元
田
作
之
進
「
第
二
回
臨
時
東
京
教
区

会
演
説
（
承
前
）」、『
基
督
教
週
報
』
第
四
八
号
第
一
号
、
一
九
二
四
年
一

月
四
日
、
二
頁
）。

（
75
）	

「
教
役
者
会
─
聖
公
会
救
護
団
─
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
六
号
、

一
九
二
三
年
九
月
一
四
日
）
一
頁
。
前
掲
『
東
京
震
災
録
』
別
輯
、
六
四
五

頁
。

（
76
）	

「
東
京
及
其
附
近
の
大
し
ん
大
火
に
関
す
る
聖
公
会
罹
さ
い
救
護
に
関
し

て
全
国
聖
公
会
員
に
訴
ふ
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
六
号
、
一
九

二
三
年
九
月
一
四
日
）
二
頁
。

（
77
）	
前
掲
「
聖
公
会
罹
災
救
護
団
報
告
」。

（
78
）	

「
日
本
聖
公
会
教
務
院
公
告
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
七
号
、
一

九
二
三
年
一
〇
月
五
日
）
一
～
二
頁
の
「
臨
時
罹
災
救
護
委
員
総
会
」
欄
お
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よ
び
二
頁
の
「
臨
時
罹
災
救
護
実
行
委
員
会
」
欄
、
村
尾
昇
一
「
聖
公
会
教

務
院
臨
時
罹
災
救
護
委
員
報
告
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
八
巻
第
八
号
、
一

九
二
四
年
二
月
二
二
日
）
一
頁
。
体
育
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
救
護
部

情
報
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
八
巻
第
三
号
、
一
九
二
四
年
一
月
一
八
日
、

一
頁
）
の
救
護
部
事
務
所
の
閉
鎖
に
関
す
る
記
事
を
参
照
し
た
。

（
79
）	

た
と
え
ば
、
人
的
な
被
害
と
し
て
震
災
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
の
姓

名
を
挙
げ
て
報
じ
て
い
る
。「
震
災
火
災
の
永
眠
者
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四

七
巻
第
一
八
号
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
二
日
）
四
頁
。「
震
災
火
災
の
永

眠
者
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
九
号
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
九

日
）
四
頁
。

（
80
）	

「
震
災
余
録
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
九
号
、
一
九
二
三
年
一
〇

月
一
九
日
）
一
頁
。

（
81
）	

「
再
び
全
国
各
教
会
に
訴
ふ　

大
震
災
罹
災
教
会
救
護
の
為
め
」（『
基
督
教

週
報
』
第
四
七
巻
第
一
九
号
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
九
日
）
五
頁
。

（
82
）	

同
右
。

（
83
）	

同
右
。

（
84
）	

同
右
。

（
85
）	

同
右
お
よ
び
「
大
震
大
火
罹
災
就
眠
者
記
念
礼
拝
式
」（『
基
督
教
週
報
』

第
四
七
巻
第
二
二
号
、
一
九
二
三
年
一
一
月
九
日
）
四
頁
。

（
86
）	

各
団
体
・
個
人
か
ら
の
寄
附
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
基
督
教
週
報
』
誌

に
記
載
さ
れ
た
五
回
に
わ
た
る
会
計
報
告
に
見
ら
れ
る
。
重
複
も
含
め
て
一

三
〇
団
体
、
八
九
人
（
口
数
）
か
ら
の
寄
付
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
掲
「
聖
公
会
罹
災
救
護
団
会
計
報
告
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一

七
号
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
五
日
）
三
頁
。「
日
本
聖
公
会
教
務
院
臨
時
罹

災
救
護
部
会
計
報
告
（
十
月
廿
六
日
調
）」（
同
誌
第
四
七
巻
第
二
一
号
、
一

九
二
三
年
一
一
月
二
日
）
四
頁
。
日
本
聖
公
会
教
務
院
臨
時
罹
災
救
護
部

「
会
計
報
告
（
十
一
月
十
二
日
調
）」（
同
誌
第
四
七
巻
第
二
四
号
、
一
九
二
三

年
一
一
月
二
三
日
）
四
頁
。
日
本
聖
公
会
教
務
院
臨
時
罹
災
救
護
部
「
会
計

報
告
（
十
二
月
五
日
調
）」（
同
誌
第
四
七
巻
第
二
六
号
、
一
九
二
三
年
一
二

月
一
四
日
）
四
頁
。
日
本
聖
公
会
教
務
院
臨
時
〔
罹
災
〕
救
護
部
会
計
矢
澤

賢
一
「
会
計
報
告
（
大
正
十
三
年
一
月
三
十
一
日
最
終
）」（
同
誌
第
四
八
巻

第
六
号
、
一
九
二
四
年
二
月
八
日
）
四
頁
。

（
87
）	

「
救
護
部
情
報　

教
務
院
臨
時
罹
災
救
護
部
閉
鎖
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四

八
巻
第
六
号
、
一
九
二
四
年
二
月
八
日
）
二
頁
。
残
務
は
教
務
院
に
て
取
り

扱
わ
れ
る
予
定
と
の
記
事
が
み
ら
れ
る
（
同
誌
、
第
四
八
巻
第
三
号
、
一
九

二
四
年
一
月
一
八
日
、
一
頁
）。

（
88
）	

「
教
役
者
参
考
書
寄
贈
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
八
巻
第
二
号
、
一
九
二
四

年
一
月
一
一
日
）
四
頁
。

（
89
）	

『
基
督
教
週
報
』（
第
四
八
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
二
月
二
二
日
付
）
一

頁
。

（
90
）	

全
体
の
状
況
は
以
下
に
詳
し
い
。
永
井
均
・
豊
田
雅
幸
「
立
教
史
発
掘　

立
教
の
チ
ャ
ペ
ル
と
関
東
大
震
災

―
発
見
さ
れ
た
十
字
架
の
背
景
を
探

る
」（『
立
教
』
第
一
七
九
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
八
四
～
九
八
頁
。
立
教

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
再
版
、
立
教
大
学
、
二
〇

〇
八
年
）
八
七
～
九
五
頁
。

（
91
）	

「
立
教
大
学
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
一
六
号
、
一
九
二
三
年
九
月

一
四
日
）
二
頁
。

（
92
）	 T

he R
ev. D

r. C
. S. R

eifsnider “T
he Tokyo H

orror A
s Told to the 

N
ational C

ouncil by the E
yewitness”, SM

, N
ovem

ber 1923, pp. 717-719.

（
93
）	 D

epartm
ent of M

issions, “JA
PA

N
ESE

 BU
ILLET

IN
 N

U
M

BER
 9,” 
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O

ctober 4, 1923, Japan R
ecords (R

ecord G
roup 71), Box 136, A

rchives 

of E
piscopal C

hurch.; M
cK

im
 to W

ood, January 17, 1924, JR
., Box 115, 

A
E

C
.

（
94
）	
宍
戸
ま
こ
と
「
立
教
大
学
の
煉
瓦
校
舎
（
3
）」（『
立
教
』
第
一
一
〇
号
、

一
九
八
七
年
）
七
八
頁
。

（
95
）	

杉
浦
庸
寿
「
思
い
出
の
立
教
」（『
立
教
』
第
一
一
一
号
、
一
九
八
四
年
）

五
〇
～
五
三
頁
。

（
96
）	

前
掲
『
基
督
教
週
報
』（
第
四
七
巻
第
一
六
号
）
二
頁
。

（
97
）	 “R

econstruction Schedule for Japan”, SM
, M

ay 1924, p. 295. 

前
掲
『
立

教
大
学
の
歴
史
』
九
一
頁
。

（
98
）	 M

cK
im

 to W
ood, July 11, 1924, JR

., Box 115, A
E

C
.

（
99
）	

「
校
舎
の
修
理
完
成
近
づ
く
／
暖
房
装
置
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
七
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
二
四
日
）
一
面
。

（
100
）	

「
立
教
大
学
学
務
館
復
帰
」（『
基
督
教
週
報
』
第
五
〇
巻
第
五
号
、
一
九
二

五
年
四
月
三
日
）
七
頁
。

（
101
）	

「
修
復
完
成
せ
る
自
由
の
塔
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、
一
九
二
五

年
四
月
五
日
）
三
面
。

（
102
）	 R

eifsnider to W
ood, M

ay 22, 1925, JR
.,  123 A

E
C

.

（
103
）	

「
立
教
大
学
諸
聖
徒
礼
拝
堂
修
復
完
成
感
謝
礼
拝
式
」（『
基
督
教
週
報
』
第

五
一
巻
第
一
〇
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
一
三
日
）
五
頁
。

（
104
）	

前
島
潔
『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』（
立
教
学
院
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

一
九
三
三
年
）
八
一
頁
。

（
105
）	

「
専
修
大
学
学
生
諸
君
に
告
ぐ
〔
関
東
大
震
災
告
知
〕」（『
朝
日
新
聞
』
一

九
二
三
年
一
〇
月
二
二
日
、
朝
刊
）
一
面
、「〔
専
修
大
学
関
東
大
震
災
告

知
〕」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
一
二
月
二
三
日
、
朝
刊
）
五
面
、「
大
学

よ
り　

感
謝
会
」（『
立
教　

校
友
会
々
報
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年

三
月
）
五
頁
。

（
106
）	

「
中
学
よ
り
」（『
立
教　

校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
二
三
年
一

二
月
一
日
）
二
頁
。

（
107
）	

「
立
教
中
学
校
沿
革
紀
要
続
」（『
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
資
料
』
所
収
（
資
料
番

号
：
Ｔ
一
）、
立
教
大
学
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
一
九
二
三
年

一
二
月
一
日
発
行
の
『
立
教　

校
友
会
々
報
』（
第
六
巻
第
四
号
）
に
は
、
九

月
一
〇
日
よ
り
復
興
事
務
に
取
り
か
か
っ
た
と
あ
る
。

（
108
）	

「
立
教
中
学
校
沿
革
紀
要
（
学
校
当
局
者
の
調
に
よ
る
）」（『
築
地
の
園
』

第
二
八
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
三
〇
日
、
一
三
頁
）。

（
109
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
沿
革
紀
要
続
」。
前
掲
「
立
教
中
学
校
沿
革
紀
要

（
学
校
当
局
者
の
調
に
よ
る
）」
一
三
頁
）。

（
110
）	

海
老
沢
有
道
編
『
立
教
学
院
百
年
史
』（
立
教
学
院
、
一
九
七
四
年
）
三
一

七
頁
。
立
教
中
学
校
教
務
課
「
震
災
後
生
徒
調
査
票
」（
一
九
二
三
年
一
〇
月

五
日
現
在
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
111
）	

高
橋
昊
「
大
震
災
前
後
」（『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
立
教
中
学
校
、

一
九
七
一
年
、
四
二
～
四
三
頁
）。

（
112
）	

「
座
談
会　

立
教
を
語
る
」（
前
掲
『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
一
一

三
頁
）。
小
木
鐵
彦
『
愛
行
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
一
九
六
九
年
）

二
九
六
～
二
九
七
頁
。

（
113
）	
「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
八
日
条
（『
い
し
す
ゑ
』
第
九

号
、
一
九
二
六
年
七
月
）
三
頁
。

（
114
）	

「
立
教
の
あ
ゆ
み
」（
前
掲
『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
一
八
頁
）。
前

掲
『
愛
行
』
二
九
五
頁
。
前
掲
「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
三
年
一
〇
月
一

八
日
条
。
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（
115
）	

「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
三
年
一
〇
月
二
五
日
条
（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』

第
九
号
）
三
頁
。

（
116
）	

前
掲
「
震
災
後
生
徒
調
査
票
」。

（
117
）	
前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
一
六
頁
。

（
118
）	
「
中
学
よ
り
」（
前
掲
『
立
教　

校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
二

三
年
一
二
月
一
日
）
二
頁
。

（
119
）	 SM

, M
arch 1909, p. 229. 

鈴
木
勇
一
郎
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
と
建
築
家
―
ラ
ル
フ
・
ア
ダ
ム
ス
・
ク
ラ
ム
の
立
教
大

学
和
風
建
築
案
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一

一
年
三
月
）
三
頁
。

（
120
）	

同
右
。

（
121
）	

立
教
学
院
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
編
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
立
教
学

院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
）
一
五
八
頁
。

（
122
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
沿
革
紀
要
続
」。「
中
学
よ
り
」（『
立
教　

校
友
会
々

報
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
三
月
一
五
日
）
二
頁
。「
学
校
日
誌
よ

り
」
一
九
二
三
年
一
二
月
一
四
日
条
（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
九
号
）
四
頁
。

（
123
）	

高
橋
昊
「
大
震
災
前
後
」（
前
掲
『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
四
二
～

四
四
頁
。

（
124
）	

同
右
。

（
125
）	

前
掲
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
八
九
～
九
〇
頁
。
大
江
満
「
解
題
」（
立
教
学

院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S

　
立
教
関
係
記

事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』（
第
四
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
三
年
）（
六
六
）～（
六

七
）
頁
。

（
126
）	

前
掲
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
九
二
～
九
三
頁
。

（
127
）	 SM

, M
ay 1924, p. 305. 

前
掲
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教

関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
四
巻
、
五
三
八
～
五
三
九
頁
。

（
128
）	

前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
二
七
九
頁
。

（
129
）	

「
我
等
は
忍
べ
る
だ
け
は
忍
ん
だ
！　

商
本
一
の
授
業
午
前
復
旧
要
求
熾

烈
を
極
む
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
五
日
）
二

面
。

（
130
）	

「
座
談
会　

立
教
を
語
る
」『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
立
教
中
学
校
、

一
九
七
一
年
、
一
一
三
頁
。

（
131
）	

「
依
然
四
十
分
授
業
の
来
年
度
の
大
学　

中
学
落
成
は
九
月
？
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
一
〇
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
）
三
面
。

（
132
）	 SM

, A
pril 1925, p. 243. 

（
133
）	 SM

, A
pril 1925, p. 197. 

（
134
）	

小
島
茂
雄
「
立
教
中
学
校
短
信
」（『
築
地
の
園
』
第
二
八
一
号
、
一
九
二

五
年
六
月
）
二
頁
。

（
135
）	 SM

, A
pril 1925, p. 199. 

（
136
）	 SM

, M
ay 1925, pp. 309-310. 

（
137
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
短
信
」
二
頁
。

（
138
）	

同
右
。

（
139
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
短
信
」
二
頁
、
小
島
茂
雄
「
新
校
舎
に
入
り
て
」

（『
築
地
の
園
』
第
二
八
三
号
、
一
九
二
六
年
一
月
）
六
頁
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
一
九
一
六
年
以
降
の
立
教
大
学
の
建
設
工
事
の
際
、
マ
ー

フ
ィ
ー
＆
ダ
ナ
事
務
所
か
ら
専
任
の
担
当
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
建
築
家
で

あ
っ
た
。
第
二
編
第
一
章
第
七
節
を
参
照
の
こ
と
。

（
140
）	
『
築
地
の
園
』
第
二
八
四
号
、
二
〇
頁
。

（
141
）	

「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
五
年
一
二
月
二
六
日
条
（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』

第
九
号
）
五
頁
。
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（
142
）	

「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
六
年
一
月
八
日
条
（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第

九
号
）
五
頁
。

（
143
）	
「
生
徒
定
員
変
更
認
可
願
」（
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
八
日
付
）
お
よ
び

「
生
徒
定
員
変
更
ノ
件
指
令
案
」（
一
九
二
五
年
一
二
月
一
〇
日
起
案
）「
立
教

中
学
校
」、「
設
置
廃
止
（
位
置
変
更
、
改
称
）
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中

学
校
・
東
京
都
」（「
中
学
校
設
置
廃
止
認
可　

東
京
都　

第
七
冊
」
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）
所
収
。「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
六
年
一
月
二
一
日
条

（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
九
号
）
五
頁
。

（
144
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
一
一
頁
。「
立
教
の
あ
ゆ
み
」（
前
掲

『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』
一
九
頁
）。
な
お
、
伊
藤
俊
太
郎
『
立
教
中

学
校
二
十
世
紀
』
一
三
七
～
一
三
八
頁
（
合
冊
版
）
で
は
、「
少
数
教
育
論
」

に
つ
い
て
そ
の
原
典
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

（
145
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
短
信
」
二
頁
。

（
146
）	

多
田
元
一
『
ひ
と
す
じ
の
道
』（
多
田
元
一
、
一
九
七
七
年
）
二
九
七
頁
。

（
147
）	

一
九
一
八
年
一
二
月
五
日
勅
令
第
三
八
九
号
「
高
等
学
校
令
」、『
官
報
』

第
一
九
〇
三
号
一
九
一
八
年
一
二
月
六
日
。

（
148
）	

前
掲
『
ひ
と
す
じ
の
道
』
二
九
七
頁
。

（
149
）	

「
立
教
中
学
校
新
築
落
成
式
」（『
築
地
の
園
』
第
二
八
四
号
、
一
九
二
六
年

五
月
二
九
日
）
二
三
頁
。「
盛
会
を
極
め
た
立
教
中
学
新
築
校
舎
落
成
式
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
三
号
、
一
九
二
六
年
五
月
一
五
日
）
三
面
。

（
150
）	

小
島
茂
雄
「
立
教
中
学
校
新
築
落
成
式
式
辞
（
摘
要
）」（『
築
地
の
園
』
第

二
八
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
二
九
日
）
一
～
二
頁
。

（
151
）	

ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
「
設
立
者
と
し
て
の
挨
拶
」（『
築
地
の
園
』
第
二
八
四

号
、
一
九
二
六
年
五
月
二
九
日
）
三
頁
。

（
152
）	

シ
、
エ
チ
、
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー「「
立
教
」
々
育
の
本
旨
」（『
築
地
の
園
』

第
二
八
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
二
九
日
）
四
頁
。

（
153
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
新
築
落
成
式
式
辞
（
摘
要
）」
二
頁
。

（
154
）	

前
掲
「
設
立
者
と
し
て
の
挨
拶
」
三
頁
。

（
155
）	

前
掲
「『
立
教
』
々
育
の
本
旨
」
四
頁
。

（
156
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
新
築
落
成
式
」
二
三
頁
。

（
157
）	

立
教
中
学
校
第
一
回
卒
業
生
の
一
人
「“1894”

の
礎
石
」（『
築
地
の
園
』

第
二
八
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
二
九
日
）
九
～
一
〇
頁
。
な
お
、「
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
資
料
」
の
由
来
や
発
掘
時
の
様
子
お
よ
び
収
蔵
品
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
三
代
の
校
舎
礎
石
お
よ
び
そ
の

収
納
物
の
報
告
と
考
察
」（『
い
し
ず
ゑ
』
第
四
九
号
、
立
教
中
学
校
、
二
〇

〇
〇
年
三
月
）
二
一
～
三
八
頁
。
鈴
木
範
久
「「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
の

青
年
た
ち
」（
解
題
）」（『
納
函
紀
念
録
（
復
刻
版
）』
学
校
法
人
立
教
学
院
、

二
〇
〇
一
年
）
一
三
四
～
一
四
八
頁
。

（
158
）	

小
島
茂
雄
「
新
校
舎
に
入
り
て
」（『
築
地
の
園
』
第
二
八
三
号
、
一
九
二
六

年
一
月
）
六
頁
。
な
お
、
史
料
の
な
か
の
「
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（scholarship

）」

は
、
学
識
が
博
学
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
159
）	

『
各
年
度
上
級
学
校
入
学
者
調
』（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室

所
蔵
）、
油
井
原
均
「
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
」（『
立
教

学
院
史
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
八
七
頁
。

（
160
）	

前
掲
「
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
」
八
六
頁
。

（
161
）	

帆
足
秀
三
郎
「
修
史
余
談
」（『
P
T
A
会
報
』
第
一
六
号
、
一
九
五
七
年
）

八
七
頁
。

（
162
）	

「〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
伊
藤
俊
太
郎
氏
に
聞
く
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第

一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
六
九
頁
。

（
163
）	

前
掲
「
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
」
八
九
～
九
〇
頁
。
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（
164
）	

『
築
地
の
園
』（
第
一
〇
九
号
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
）
一
九
頁
。『
築
地
の

園
』（
第
一
一
三
号
、
一
九
〇
九
年
四
月
）
二
一
頁
。
前
掲
『
立
教
中
学
校
二

十
世
紀
』
一
三
九
頁
。

（
165
）	
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

（
立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
）
一
四
九
頁
。

（
166
）	

藤
村
憲
一
郎
（
一
九
四
九
年
よ
り
立
教
中
学
校
に
奉
職
）
は
立
教
中
学
校

を
卒
業
し
て
國
學
院
大
学
予
科
に
入
学
す
る
と
、
最
初
の
英
語
の
授
業
で
指

名
を
受
け
て
回
答
し
た
の
ち
に
同
大
学
の
英
語
教
員
か
ら
「
君
、
中
学
ど

こ
」
と
問
わ
れ
、「
立
教
で
す
」
と
返
答
す
る
と
教
員
は
「
う
ん
、
そ
う
だ

ろ
う
と
思
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
藤
村
憲
一
郎
「
紫
匂
え
る
」（
前
掲

『
立
教
の
あ
ゆ
み
―
改
訂
版
―
』）
四
七
頁
。

（
167
）	

以
下
、
前
掲
『
ひ
と
す
じ
の
道
』
二
九
七
、
三
〇
二
～
三
〇
三
頁
。

（
168
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
二
十
世
紀
』
一
三
九
頁
。

（
169
）	

「
観
測
部
よ
り
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
一
三
号
、
一
九
二
八
年
七
月
）
一
九
頁
。

（
170
）	

「
立
教
中
学
校
学
友
会
々
則
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
九
号
、
一
九
二
六
年
七

月
）、
七
頁
。

（
171
）	

前
掲
『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』
八
五
頁
。

（
172
）	

「
編
集
後
記
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
九
号
、
一
九
二
六
年
七
月
）
二
〇
頁
、

「
編
集
後
記
―
ま
さ
を
―
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
一
四
号
、
一
九
二
九
年
二
月
）

二
〇
頁
。

（
173
）	

「
立
教
中
学
校
学
校
市
制
（
原
案
）」（
前
掲
『
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
資
料
』（
資

料
番
号
：
Ｔ
８
）
所
収
）。
生
徒
心
得
改
訂
委
員
会
の
構
成
員
は
、
委
員

長
・
諸
星
寅
一
、
委
員
滋
賀
貞
、
橘
仁
三
郎
、
中
山
正
文
、
帆
足
秀
三
郎
で

あ
る
。

（
174
）	

「
中
学
校
市
の
区
議
選
挙
終
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
、
一
九
二

六
年
四
月
一
五
日
）
三
面
。
前
掲
『
愛
行
』
二
九
九
頁
。

（
175
）	

『
築
地
の
園
』（
第
二
八
四
号
、
一
九
二
六
年
五
月
）
一
五
頁
。

（
176
）	

「
市
長
に
な
る
校
長
さ
ん
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
二
月
一
八
日

朝
刊
）
七
面
。

（
177
）	

田
中
智
子
「
立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察
」（『
立
教
学
院
史

研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
二
八
頁
参
照
。

（
178
）	

「
学
校
市
制
の
提
唱
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
一
二
号
、
一
九
二
八
年
二
月
）。

（
179
）	

小
島
茂
雄
「
立
教
中
学
校
市
制
要
領
」（『
築
地
の
園
』（
第
二
八
四
号
、
一

九
二
六
年
五
月
二
九
日
）
一
五
頁
。

（
180
）	

「
市
長
に
な
る
校
長
さ
ん
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
二
月
一
八
日

朝
刊
）
七
面
。

（
181
）	

『
い
し
す
ゑ
』（
第
一
二
号
、
一
九
二
八
年
二
月
）
二
六
頁
。

（
182
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察
」、
同
「
立
教
中
学
校

学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
二
号
、
二

〇
一
五
年
二
月
）
を
参
照
。
前
掲
「
立
教
中
学
校
市
制
要
領
」
一
五
頁
。

「
立
教
中
学
校
学
校
市
制
〔
規
程
〕」（『
い
し
す
ゑ
』（
第
九
号
、
一
九
二
六
年

七
月
）
五
～
七
頁
。
ま
た
、
同
規
定
は
『
い
し
す
ゑ
』（
第
一
〇
号
、
一
九
二

七
年
二
月
）
二
〇
～
二
一
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
学
校
市
制
に

関
す
る
会
議
録
に
つ
い
て
は
、「
学
校
市
諸
記
録　

大
正
十
五
年
度
」（
立
教

池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
183
）	 SM

, Septem
ber 1926, p.587. 

事
実
、
一
九
二
六
年
二
月
一
八
日
付
の

『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、「
立
教
中
学
校
内
に
布
か
れ
る
市
制
」「
重
視
さ
れ

る
新
試
み
」
と
し
て
、
学
校
市
制
を
紹
介
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
184
）	

『
改
正　

学
校
体
操
教
練
要
目　

附
録　

学
校
教
練
教
授
要
目
』（
三
宝
閣
、

一
九
二
六
年
）。
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（
185
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
四
一
～
一
四
三
頁
。

（
186
）	

「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
九
日
条
（『
い
し
す
ゑ
』
第
一

六
号
、
一
九
三
〇
年
二
月
二
八
日
）
九
頁
。
以
下
、
査
閲
の
概
要
は
、
諸
星

寅
一
「
御
査
閲
を
拝
し
て
」（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
、
四
～
七
頁
）

を
参
照
。

（
187
）	

「
学
校
日
誌
よ
り
」
一
九
二
九
年
一
一
月
二
九
日
条
及
び
一
二
月
九
日
条

（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
）
九
頁
。

（
188
）	

青
木
利
夫
「
御
査
閲
を
拝
し
て
」（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
）
五
一

〜
五
二
頁
。

（
189
）	

小
谷
咸
三
「
同
〔
御
査
閲
を
拝
し
て
〕」（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
）

五
二
〜
五
三
頁
。

（
190
）	

山
口
明
正
「
同
〔
御
査
閲
を
拝
し
て
〕」（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
）

五
三
頁
。

（
191
）	

小
島
茂
雄
「
学
校
状
況
御
前
報
告
―
東
久
邇
宮
殿
下
御
台
臨
に
際
し
て

―
」（
前
掲
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
六
号
）
二
〜
四
頁
。

（
192
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
六
一
頁
。

（
193
）	

「
聖
公
会
教
報
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
五
巻
第
一
一
号
、
一
九
二
二
年
六

月
一
六
日
）
九
頁
。

（
194
）	

元
田
作
之
進
「
東
京
教
区
の
設
置
に
就
て
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
六
巻

第
一
八
号
、
一
九
二
三
年
三
月
二
日
）
五
～
八
頁
。

（
195
）	

こ
の
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
・
大
阪
教
区
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
大
江
満

「
日
本
人
監
督
（
主
教
）
自
治
管
轄
教
区
の
形
成
」（
一
）、（
二
）、（
三
）（『
立

教
学
院
史
研
究
』
第
七
号
、
第
八
号
、
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
一

年
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
196
）	

「
日
本
聖
公
会
第
十
四
総
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
三
号
、
一
九

二
三
年
五
月
一
八
日
）
一
～
四
頁
。

（
197
）	

「
第
一
回
東
京
教
区
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
四
号
、
一
九
二
三

年
六
月
一
日
）
二
頁
。

（
198
）	

「
第
一
回
大
阪
教
区
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
七
号
、
一
九
二
三

年
六
月
二
二
日
）
二
頁
。

（
199
）	 SM

, July 1923, p. 437.

（
200
）	 SM

, February 1924, pp. 131-132.

（
201
）	 SM

, February 1924, pp. 77-79.

（
202
）	 SM

, February 1924, pp. 79-81.

（
203
）	 SM

, February 1924, pp. 83-85.

（
204
）	 SM

, June 1923, pp. 365-367.

（
205
）	 SM

, D
ecem

ber 1923, p. 844.

（
206
）	 SM

, A
ugust 1932, p. 525.

（
207
）	 SM

, D
ecem

ber 1923, pp. 839, 844.

（
208
）	 SM

, February 1924, p. 127. M
arch pp. 170-171.

（
209
）	

「
本
校
正
帽
徽
章
図
案
懸
賞
応
募
図
案
（
大
正
七
年
七
月
）」（
立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
210
）	

佐
藤
武
夫
「
我
が
母
校
の
校
章
に
つ
い
て
」（『
立
教
』
第
一
八
号　

一
九

六
〇
年
九
月
）
三
四
～
三
五
頁
。
佐
藤
の
回
想
は
「
何
し
ろ
古
い
事
（
三
十

九
年
前
）
で
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
」
と
自
ら
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
校
章
の

公
募
の
時
期
や
学
長
の
名
前
な
ど
に
記
憶
違
い
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

校
章
の
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
大
ま
か
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
自

ら
も
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
事
実
か
ら
外
れ
て
は
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
211
）	

前
掲
「
我
が
母
校
の
校
章
に
つ
い
て
」
三
四
頁
で
は
「
当
時
の
学
長
杉
浦
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〔
貞
二
郎
〕
先
生
」
と
し
て
い
る
が
、
当
時
、
杉
浦
は
ま
だ
学
長
で
は
な
い

の
で
、
元
田
と
推
定
さ
れ
る
。

（
212
）	

前
掲
「
本
校
正
帽
徽
章
図
案
懸
賞
応
募
図
案
（
大
正
七
年
七
月
）」。

（
213
）	
前
掲
「
我
が
母
校
の
校
章
に
つ
い
て
」
三
五
頁
。

（
214
）	
シ
・
エ
ス
・
ラ
イ
ス
〔
マ
マ
〕ナ

イ
ダ
ー
「
新
年
メ
ツ
セ
ー
ジ　
『
神
と
国
の
為
』

（〝PRO
 D

EO
 ET PA

TRIA

〟）」（『
築
地
の
園
』
第
二
八
三
号
、
一
九
二
六

年
一
月
）
一
頁
。

（
215
）	

前
掲
『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』
八
三
頁
。
中
沢
洽
樹
「
立

教
建
学
の
精
神
考
―
『
神
と
国
と
の
た
め
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
キ
リ
ス
ト
教

学
』
第
一
九
号
、
一
九
七
七
年
）
六
二
頁
。

（
216
）	

前
掲
「
我
が
母
校
の
校
章
に
つ
い
て
」
三
五
頁
。

（
217
）	

今
井
生
（
今
井
寿
道
）「（
去
今
来
）
立
教
大
学
」（『
基
督
教
週
報
』
第
三

九
巻
第
一
四
号
、
一
九
一
九
年
六
月
六
日
）
一
頁
。
前
掲
「
立
教
建
学
の
精

神
考
―
『
神
と
国
と
の
た
め
』
を
め
ぐ
っ
て
」
六
七
～
六
八
頁
（
中
沢
は
伊

澤
平
八
郎
か
ら
今
井
生
「
立
教
大
学
」
に
つ
い
て
の
教
示
を
得
た
と
す
る
）。

（
218
）	

奇
夢
樓
生
「
立
教
学
院
勇
躍
の
時
機
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第

六
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
一
月
）
一
頁
。

（
219
）	

「『
神
と
国
と
の
為
に
！
』
／
輝
く
建
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
一
一
〇
号
、
一
九
三
二
年
四
月
二
二
日
）
三
面
。

（
220
）	

「
立
教
精
神
講
座
／
大
学
入
学
式
行
は
る
／
保
証
人
会
も
招
集
」（『
立
教
学

院
校
友
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
三
四
年
六
月
）
二
頁
。

（
221
）	

海
老
沢
有
道
「
立
教
学
院
校
歌
―
日
本
聖
公
会
関
係
文
献
解
題
（
27
）」

（『
チ
ャ
ペ
ル
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
三
七
号
、
一
九
六
五
年
三
月
）
五
頁
。「
立

教
学
院
校
歌
」（『
基
督
教
週
報
』
第
一
六
巻
第
一
九
号
、
一
九
〇
八
年
一
月

一
〇
日
、
九
～
一
〇
頁
）
お
よ
び
「
立
教
学
院
校
歌
」（『
築
地
の
園
』
第
一

〇
〇
号
、
一
九
〇
八
年
一
月
、
三
六
～
三
七
頁
）
に
掲
載
の
歌
詞
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

	

　

一
、
仰
げ
ば
上か
み

に
日に
っ
せ
い星

あ
り　

俯ふ

す
れ
ば
下し
も

に
山さ
ん

河か

あ
り

	

　
　
　

智
識
の
鍵
を
手
に
と
り
て　

宇
宙
の
秘
密
発ひ
ら

か
な
む

	

　
　
　

六
角
塔
下か

の
五
百
の
健け
ん

児じ　

聞
け
聞
け
使
命
は
我
等
に
下
れ
り

	

　

二
、
高
き
は
天
よ
道
そ
こ
に　

低
き
は
人
よ
徳
こ
ゝ
に

	

　
　
　

道
と
徳
と
の
両も
ろ
あ
ぶ
み鐙　

踏
み
な
ゆ
る
め
そ
造ぞ
う

次じ

に
も

	

　
　
　

六
角
塔
下
の
五
百
の
健
児　

知
れ
知
れ
主
義
は
我
等
に
存
せ
り

	

　

三
、
朝あ
し
たに
心
を
文ぶ
ん

に
こ
め　

夕ゆ
う
べに
力
を
武
に
尽
し

	

　
　
　

�

元
気
を
振
ひ
体た
い

を
錬ね

〔『
築
地
の
園
』
で
は
「
練
」〕
り　

世
の
濁だ
く
ろ
う浪

と
戦
は
む

	

　
　
　

六
角
塔
下
の
五
百
の
健
児　

見
よ
見
よ
任
務
は
我
等
に
か
ゝ
れ
り

	

　

四
、
真
理
の
光
い
や
遠
く　

至
善
の
栄さ
か
えい
や
高
く

	

　
　
　

四
海
一
家
の
春
に
遇あ

ふ　

身
の
幸こ
う
ふ
く福
や
如
何
な
ら
む

	

　
　
　

�

六
角
塔
下
の
五
百
の
健
児　

立
て
立
て
希
望
は
我
等
に
満
て
り

	

　

五
、
正
義
を
お
の
が
胸
に
当
て　

至
誠
を
お
の
が
足
に
穿は

き

	

　
　
　

新
生
命
を
身
に
受
け
て　

理
想
の
国
を
開
く
べ
し

	

　
　
　

六
角
塔
下
の
五
百
の
健
児　

行
け
行
け
勝
利
は
我
等
に
属
せ
り

（
222
）	

「（
座
談
会
）
大
正
時
代
の
立
教
」（『
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
』
第
一

六
六
号
、
一
九
六
五
年
八
月
）
七
頁
。

（
223
）	

「
立
教
音
楽
今
昔
物
語
―
祖
母
と
孫
の
対
談
」（『
チ
ャ
ペ
ル
ニ
ュ
ー
ス
』
第

八
四
号
、
一
九
五
九
年
一
二
月
）
九
頁
。

（
224
）	
「
多
年
懸
案
も
遂
ひ
に
な
り
／
斯
界
の
権
威
島
崎
氏
の
作
曲
に
／
大
学
歌

制
定
さ
る
／
交
響
楽
の
音
も
麗
は
し
く
『
栄
光
の
立
教
』
を
歌
ふ
／
発
表
式

挙
行
の
日
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
九
号
、
一
九
二
六
年
三
月
一
五
日
）
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三
面
。

（
225
）	

金
子
尚
一
（
一
九
二
五
年
文
学
部
卒
業
）
の
発
言
、
前
掲
「（
座
談
会
）

大
正
時
代
の
立
教
」
一
三
頁
。

（
226
）	
前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
二
九
四
～
二
九
五
頁
の
間
紙
。

	

　
「O

LD
 RIK

K
YO

」
の
歌
詞
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

		


D
ear, O

ld R
ikkyo, where e’er we be

			



In N

ippon’s realm
s or not,

		


W
e’ll always keep our vows to thee,

			



T

hy teachings ne’er forgot.

				





(R
efrain)

				





T
hen m

ay we all once m
ore resolve

					






A

s all R
ikkyonians should,

				





T
hat we will truer children prove

					






A

nd labour for thy good.

		


W
hen college days have long rolled past,

			



T

he m
em

’ries oft shall com
e

		


O
f tim

es when we as brothers last

			



M

et soul to soul as one.

				





(R
efrain)

		


O
h, m

ay these m
em

’ries ever live

			



A

t A
lm

a M
ater’s shrine,

		


O
h, m

ay they often pleasure give

			



A

nd kindle love divine.

				





(R
efrain)

		


T
hen m

ay thy laurel never fade

			



T

hy sons thy fam
e extend,

		


A
nd m

ay these sons, once brothers m
ade

			



Be brothers to the end.

				





(R
efrain)

（
227
）	

「
蛍
雪
五
星
霜
／
名
残
り
を
惜
む
卒
業
式
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、

一
九
二
五
年
四
月
五
日
）
三
面
。

（
228
）	

伊
澤
平
八
郎
「
校
歌
『
栄
光
之
立
教
』
に
つ
い
て
」（『
立
教
学
院
史
資
料

室
だ
よ
り
』
第
五
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）
三
〇
頁
。

（
229
）	

前
掲
「
多
年
懸
案
も
遂
ひ
に
な
り
／
斯
界
の
権
威
島
崎
氏
の
作
曲
に
／
大

学
歌
制
定
さ
る
／
交
響
楽
の
音
も
麗
は
し
く
『
栄
光
の
立
教
』
を
歌
ふ
／
発

表
式
挙
行
の
日
」。

（
230
）	

「
立
教
に
秀
才
無
し
／
成
績
貧
弱
な
る
大
学
歌
募
集
」
お
よ
び
「（
消
息
一

束
）
大
学
歌
作
製
委
員
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
号
、
一
九
二
四
年
一

一
月
二
四
日
）
一
・
二
面
。
歌
詞
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

	

（
第
一
）

	

　
　

武
蔵
ケ
原
の　

雲
む
ら
さ
き
に

	

　
　

今
し
文
化
の　

黎
明
は
迫
ま
る

	
　
　

我
等
が
母
校
の　

聳
え
て
立
て
ば

	
　
　

正
義
と
自
由
の　

旒
旗
は
高
く

	

　
　

見
よ
北
郊
の　

空
に
ぞ
な
び
く

	

（
第
二
）

	

　
　

芙
蓉
の
英
姿
を　

あ
し
た
に
仰
ぎ
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ク
ロ
ウ
ヴ
薫
る　

広
野
に
立
ち
て

	

　
　

立
教
そ
の
名
を　

静
か
に
呼
ば
ゞ

	
　
　

自
由
の
塔
に　

曙
光
は
め
ぐ
る

	
　
　

あ
ゝ
そ
は
我
等
の　

母
校
の
誇
り

	

（
第
三
）

	

　
　

さ
れ
ば
若
人　

真
理
と
愛
の

	

　
　

殿
堂
あ
ら
ば　

住
ひ
て
高
き

	

　
　

理
想
の
光
り　

こ
ゝ
に
ぞ
仰
ぎ

	

　
　

立
て
し
教
へ
の　

恵
み
に
生
き
ん

	

　
　

来
れ
友
人　

わ
れ
ら
が
庭
に

（
231
）	

「
懸
案
の
大
学
歌
作
成
さ
れ
ん
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
号
、
一
九
二
五

年
一
月
五
日
）
三
面
。

（
232
）	

油
井
原
均
「
諸
星
寅
一
─
「
栄
光
之
立
教
」
作
詞
者
の
来
歴
」（『
立
教
』

第
二
一
五
号
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
六
四
～
六
五
頁
。

（
233
）	

諸
星
寅
一
「
立
教
大
学
校
歌
の
話
」（『
立
教
』
第
九
号
、
一
九
五
八
年
六

月
）
四
五
頁
。

（
234
）	

「
立
教
大
学
歌
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
三
号
、
一
九
二
五
年
三
月
五

日
）
二
面
。

（
235
）	

前
掲
「
立
教
大
学
校
歌
の
話
」
四
五
頁
。

（
236
）	

「（D
A

IN
A

M
A

IT
O

）」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
四
号
、
一
九
二
五
年

四
月
五
日
）
二
面
。

（
237
）	

「
い
ま
だ
し
大
学
歌
作
曲
の
こ
と
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
七
号
、
一
九

二
五
年
六
月
一
日
）
三
面
。

（
238
）	

前
掲
「
立
教
音
楽
今
昔
物
語
―
祖
母
と
孫
の
対
談
」
九
頁
。

（
239
）	

前
掲
「
立
教
大
学
校
歌
の
話
」
四
五
頁
。

（
240
）	

「
作
曲
者
の
頭
の
内
で
年
を
越
し
た
大
学
歌
の
事
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

二
七
号
、
一
九
二
六
年
一
月
五
日
）
三
面
。

（
241
）	

前
掲
「
立
教
音
楽
今
昔
物
語
―
祖
母
と
孫
の
対
談
」
九
頁
。

（
242
）	

前
掲
「
多
年
懸
案
も
遂
ひ
に
な
り
／
斯
界
の
権
威
島
崎
氏
の
作
曲
に
／
大

学
歌
制
定
さ
る
／
交
響
楽
の
音
も
麗
は
し
く
『
栄
光
の
立
教
』
を
歌
ふ
／
発

表
式
挙
行
の
日
」。

（
243
）	

前
掲
「
立
教
大
学
校
歌
の
話
」
四
五
頁
。

（
244
）	

「
自
由
の
学
府
に
神
の
国
建
設
を
…
とYM

C
A

の
大
抱
負
」（『
立
教
大
学

新
聞
』
第
三
一
号
、
一
九
二
六
年
四
月
二
五
日
）
三
面
。

（
245
）	

「
星
経
る
七
十
有
余
年
／
辿
り
来
し
棘
の
路
／
長
崎
時
代
の
一
私
塾
よ
り

／
自
由
の
学
府
発
達
史
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
〇
号
、
一
九
三
二
年

四
月
二
二
日
）
三
面
。

（
246
）	

宮
城
克
安
「
六
十
年
昔
の
思
い
出
」（『
立
教
』
第
一
二
九
号
、
一
九
八
九

年
四
月
）
四
〇
頁
。

（
247
）	

「
新
入
学
生
保
証
人
会
」（
木
村
重
治
「
本
学
の
設
立
精
神
に
就
て
」）（『
立

教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
一
号
、
一
九
三
三
年
五
月
）
一
〇
頁
。

（
248
）	

「
新
入
学
生
保
証
人
会
」（
菅
円
吉
「
予
科
学
生
に
対
す
る
教
育
方
針
に
就

て
」）（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
一
号
、
一
九
三
三
年
五
月
）
一
〇
頁
。

（
249
）	

矢
沢
俊
雄
（
一
九
三
一
年
商
学
部
卒
業
）
の
発
言
、「（
座
談
会
）
池
袋
と

立
教
」（『
立
教
』
第
六
七
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）
二
三
頁
。
小
川
寛
一

「
古
き
良
き
時
代
」（『
立
教
』
第
一
二
九
号
、
一
九
八
九
年
四
月
）
四
二
頁
。

（
250
）	
前
掲
「（
座
談
会
）
大
正
時
代
の
立
教
」
一
三
頁
。

（
251
）	
武
藤
重
勝
（
一
九
三
〇
年
文
学
部
卒
業
）
の
発
言
、「（
座
談
会
）
昭
和
前

期
の
立
教
（
上
）」（『
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
』
第
一
七
六
号
、
一
九
六

六
年
七
月
）
一
三
頁
。
飯
島
淳
秀
（
一
九
三
七
年
文
学
部
卒
業
）
の
発
言
、
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「（
座
談
会
）
O 

B
と
し
〔
て
〕、
教
師
と
し
て
―
立
教
大
学
を
語
る
」（『
立

教
』
第
九
号
、
一
九
五
八
年
六
月
）
二
三
頁
。

（
252
）	
「（
放
談
会
）
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
」（『
大
学
シ
リ
ー
ズ　

立
教
大
学
』

毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
一
〇
七
頁
。

（
253
）	

仁
木
武
之
助
「
昭
和
十
年
前
後
の
立
教
ボ
ー
イ
」（『
立
教
』
第
一
二
九
号
、

一
九
八
九
年
四
月
）
五
七
～
五
八
頁
。

（
254
）	

「
取
り
立
て
ゝ
拘
負
は
な
い
が
／
従
来
の
弛
緩
し
た
空
気
は
一
掃
す
る
／

小
林
新
予
科
長
談
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
九
号
、
一
九
二
七
年
二
月
五

日
）
三
面
。

（
255
）	

「
出
席
率
不
良
者
は
受
験
資
格
を
附
与
せ
ず
／
新
予
科
政
策
を
審
議
す
る

／
予
科
教
授
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
〇
号
、
一
九
二
七
年
三
月
一
五

日
）
三
面
。

（
256
）	

「
二
十
数
名
が
受
験
停
止
／
予
科
改
革
最
初
の
槍
玉
に
挙
ら
れ
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
五
五
号
、
一
九
二
七
年
七
月
一
〇
日
）
三
面
。

（
257
）	

「
冷
汗
か
ゝ
し
た
学
生
監
の
児
戯
／
父
兄
宛
に
授
業
料
滞
納
と
不
成
績
な

出
席
の
通
告
状
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
〇
号
、
一
九
二
九
年
八
月
一
五

日
）
三
面
。

（
258
）	

前
掲
「
新
入
学
生
保
証
人
会
」（
菅
円
吉
「
予
科
学
生
に
対
す
る
教
育
方
針

に
就
て
」）
一
〇
頁
。

（
259
）	

「『
聖
鐘
』
が
募
集
し
た
本
学
の
不
平
不
満
／
す
べ
て
学
生
の
真
の
叫
び
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年
二
月
一
九
日
）
二
面
。

（
260
）	

前
掲
「
昭
和
十
年
前
後
の
立
教
ボ
ー
イ
」
五
八
頁
。「（
座
談
会
）
昭
和
前

期
の
立
教
（
下
）」（『
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
』
第
一
七
七
号
、
一
九
六

六
年
九
月
）
四
頁
。

（
261
）	

「
厳
寒
の
伯
林
に
大
野
〔
信
三
〕
教
授
苦
境
に
陥
る
／
留
学
費
が
月
た
つ

た
五
十
円
／
激
励
金
募
集
に
着
手
／
す
で
に
集
つ
た
四
百
余
円
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
九
号
、
一
九
二
五
年
一
月
五
日
）
三
面
。

（
262
）	

「
久
保
田
〔
富
次
郎
〕
氏
謝
恩
会
／
二
十
一
日
新
宅
贈
呈
式
終
了
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
一
〇
一
号
、
一
九
三
一
年
六
月
二
四
日
）
二
面
。

（
263
）	

前
掲
「（
放
談
会
）
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
」
一
〇
六
頁
。

（
264
）	

舟
橋
快
三
（
一
九
三
四
年
商
学
部
卒
業
）「
戦
前
の
ラ
グ
ビ
ー
―
昭
和
初
期

の
回
想
」（『
立
教
』
第
一
二
九
号
、
一
九
八
九
年
四
月
）
五
〇
頁
。

（
265
）	

岸
野
松
次
郎
（「
キ
シ
ノ
」
店
主
）
の
証
言
、
住
田
篤
「〝
ぶ
く
ろ
〟
の
足

音
」（『
大
学
シ
リ
ー
ズ　

立
教
大
学
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
九
九

頁
。

（
266
）	

金
谷
鮮
治
の
発
言
、
前
掲
「（
放
談
会
）
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
」
一
〇

六
頁
。

（
267
）	

夏
目
順
（「
夏
目
書
房
」
店
主
）
の
発
言
、
前
掲
「（
座
談
会
）
池
袋
と
立

教
」
二
七
頁
。

（
268
）	

同
右
、
二
六
頁
。

（
269
）	

武
藤
重
勝
「
私
の
学
生
時
代
の
池
袋
」（『
鈴
懸
の
径　

あ
ゝ
わ
が
青
春
の

立
教
』
シ
ン
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
八
三
年
）
四
七
頁
。

（
270
）	

夏
目
順
の
発
言
、
前
掲
「（
座
談
会
）
池
袋
と
立
教
」
二
七
頁
。

（
271
）	

大
曾
根
梅
（「
大
地
屋
書
店
」）
の
証
言
、
前
掲
「〝
ぶ
く
ろ
〟
の
足
音
」

一
〇
〇
頁
。

（
272
）	
「
哀
れ
を
止
め
た
池
袋
商
店
街
／
夏
季
休
暇
で
学
生
を
奪
は
れ
／
諸
商
人

は
青
息
吐
息
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
〇
号
、
一
九
三
〇
年
八
月
一
五
日
）

三
面
。

（
273
）	

岸
野
松
次
郎
の
発
言
、
前
掲
「（
座
談
会
）
池
袋
と
立
教
」
二
五
頁
。

（
274
）	

「
学
期
試
験
を
前
に
当
局
の
打
つ
た
五
寸
釘
／
許
可
証
無
く
で
は
略
装
者
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の
試
験
無
効
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
八
号
、
一
九
二
六
年
七
月
五
日
）

一
面
。

（
275
）	

「
已
む
を
得
な
け
れ
ば
伝
家
の
宝
刀
も
抜
く
／
大
学
当
局
の
意
志
強
硬
／

学
生
間
に
は
賛
否
の
声
相
半
ば
／
制
服
制
帽
励
行
問
題
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
七
号
、
一
九
二
五
年
六
月
一
日
）
二
面
。

（
276
）	

「
予
科
生
は
丸
帽
と
な
る
／
新
学
期
か
ら
実
施
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五

〇
号
、
一
九
二
七
年
三
月
一
五
日
）
三
面
。

（
277
）	

前
掲
「
古
き
良
き
時
代
」
四
三
頁
。

（
278
）	

前
掲
「（
座
談
会
）
昭
和
前
期
の
立
教
（
下
）」
五
頁
。

（
279
）	

岡
田
七
雄
「
立
教
Y
M
C
A
の
歴
史
（
一
）
―
大
正
末
期
か
ら
昭
和
三
年

ま
で
」（『
チ
ャ
ペ
ル
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
四
四
号
、
一
九
六
五
年
一
二
月
）
二

四
頁
。

（
280
）	

前
掲
「（
座
談
会
）O
B
と
し
〔
て
〕、
教
師
と
し
て
―
立
教
大
学
を
語
る
」

二
〇
頁
。

（
281
）	

「
寄
宿
舎
を
廃
止
し
ろ
の
声
／
漸
く
学
園
に
充
つ
／
優
柔
不
断
な
る
当
局

を
督
励
し
て
／
英
文
学
会
、
先
づ
起
つ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
九
号
、

一
九
三
〇
年
六
月
一
八
日
）
二
面
。

（
282
）	

前
掲
「（
座
談
会
）
大
正
時
代
の
立
教
」
一
〇
頁
。
な
お
、
旧
制
高
等
学

校
の
学
生
寮
で
は
、
調
理
の
委
託
を
受
け
た
賄
業
者
の
食
事
に
不
満
が
あ
る

場
合
、「
賄
ま
か
な
い

征
伐
」
と
称
し
て
、
一
部
の
寮
生
あ
る
い
は
寮
生
全
員
で
茶

碗
や
皿
を
床
に
叩
き
つ
け
る
な
ど
の
行
動
に
出
る
こ
と
が
、
一
八
九
〇
年
代

よ
り
見
ら
れ
た
（
上
村
行
世
『
戦
前
学
生
の
食
生
活
事
情
―「
ホ
タ
ル
め
し
」

「
盛
り
切
り
飯
」「
ソ
ー
ラ
イ
」
…
史
料
が
語
る
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
食
料

事
情
。』
三
省
堂
、
一
九
九
二
年
、
三
九
～
四
二
頁
）。

（
283
）	

「（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
）
大
学
寮
舎
の
賄
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
号
、
一

九
二
四
年
一
一
月
二
四
日
）
一
面
。

（
284
）	

「（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
）
今
回
賄
が
改
善
さ
れ
た
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八

号
、
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
）
一
面
。

（
285
）	

「
来
学
期
よ
り
味
い
も
の
が
喰
へ
る
／
寮
生
の
団
結
効
を
奏
し
愈
々
自
治

制
賄
具
体
化
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
八
号
、
一
九
二
六
年
七
月
五
日
）

一
面
。

（
286
）	

「
初
日
か
ら
大
繁
昌
の
大
学
の
食
堂
／
寮
生
も
通
学
生
も
大
喜
び
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
四
一
号
、
一
九
二
六
年
九
月
一
五
日
）
一
面
。

（
287
）	

「
請
負
制
案
可
決
さ
れ
食
堂
値
下
遂
に
実
現
／
波
乱
を
き
は
め
た
寄
宿

舎
々
生
大
会
／
十
一
月
一
日
よ
り
断
行
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
二
号
、

一
九
三
〇
年
一
〇
月
一
五
日
）
三
面
。

（
288
）	

「
早
稲
田
稲
門
堂
が
食
堂
を
経
営
／
去
る
十
八
日
よ
り
開
業
す
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
一
一
九
号
、
一
九
三
三
年
一
月
二
三
日
）
三
面
。

（
289
）	

「
食
堂
経
営
応
募
者
一
覧
」（「
食
堂
関
係
資
料
」
所
収
、
立
教
学
院
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
290
）	

前
掲
「
早
稲
田
稲
門
堂
が
食
堂
を
経
営
／
去
る
十
八
日
よ
り
開
業
す
」。

（
291
）	

「
構
内
食
堂
経
営
者
管
理
規
定　

附
同
補
則
」（
一
九
三
三
年
一
月
九
日
施

行
、「
食
堂
関
係
資
料
」
所
収
）。

（
292
）	

「
M
E
N
U
」
立
教
大
学
学
生
食
堂
（「
食
堂
関
係
資
料
」
所
収
）。

（
293
）	

管
理
委
員
に
対
す
る
学
生
課
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
（「
食
堂
関
係
資
料
」

所
収
）。

（
294
）	
前
田
一
男
「
戦
時
下
の
学
生
生
活
」（
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇

〇
八
年
）。

（
295
）	

同
右
、
三
九
三
頁
。
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（
296
）	

同
右
、
三
九
四
頁
。

（
297
）	

同
右
、
三
九
六
頁
。

（
298
）	
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
一
巻
（
立
教
学
院
、
一
九
九
六
年
）
二
九
六
頁
。

（
299
）	

同
右
、
二
九
七
頁
。

（
300
）	

前
掲
「
戦
時
下
の
学
生
生
活
」
三
九
七
頁
。

（
301
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
三
一
四
頁
。『
立
教
大
学

新
聞
』
に
は
経
済
学
科
在
学
の
「
苦
学
生
」
を
取
り
上
げ
た
記
事
が
あ
る

（「
学
園
を
行
く
⑴
あ
る
苦
学
者
の
話
」
第
七
七
号
、
一
九
二
九
年
五
月
一
五

日
、
三
面
）。

（
302
）	

前
掲
「
戦
時
下
の
学
生
生
活
」
三
八
一
頁
。

（
303
）	

同
右
、
三
八
三
頁
。

（
304
）	

同
右
、
三
八
五
頁
。

（
305
）	

同
右
、
三
八
七
頁
。

（
306
）	

同
右
、
三
八
九
・
四
一
二
頁
。

（
307
）	

同
右
。

（
308
）	

「
学
生
層
に
反
映
す
る
未
曽
有
の
不
況
時
代
／
一
体
こ
の
不
景
気
は
回
復

す
る
の
か
／
何
に
し
て
も
憂
鬱
な
話
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
〇
号
、
一

九
三
〇
年
八
月
一
五
日
）
三
面
。

（
309
）	

「
授
業
料
延
期
願
激
増
す
／
未
納
予
科
学
生
卅
六
名
に
及
ぶ
」（『
立
教
大
学

新
聞
』
第
八
九
号
、
一
九
三
〇
年
六
月
一
八
日
）
三
面
。「
香
し
く
な
い
授

業
料
納
付
状
態
／
不
景
気
の
反
映
は
覿
面
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、

一
九
三
〇
年
一
一
月
一
五
日
）
三
面
。「
不
況
を
語
る
授
業
料
の
滞
納
／
近

く
会
計
課
で
統
計
発
表
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
一
号
、
一
九
三
一
年

六
月
二
四
日
）
二
面
。
な
お
、
一
九
三
一
年
一
二
月
一
二
日
の
『
立
教
大
学

新
聞
』
の
記
事
「
授
業
料
納
入
良
好
／
愁
眉
を
開
い
た
本
学
会
計
課
」（
第
一

〇
七
号
、
二
面
）
で
は
「
本
学
の
授
業
料
納
入
状
態
は
好
成
績
」
と
報
じ
て

い
る
。

（
310
）	

『
国
史
大
辞
典
』「
学
生
社
会
科
学
連
合
会
」
の
項
で
は
、
一
九
二
五
年
七

月
の
第
二
回
大
会
で
「
日
本
学
生
社
会
科
学
連
合
会
と
改
称
」
と
あ
る
が
、

『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
の
「
学
生
社
会
科
学
連
合
会
」
の
項

で
は
、「
全
日
本
学
生
社
会
科
学
連
合
会
と
改
称
」
と
あ
る
。

（
311
）	

荻
野
富
士
夫
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
―
「
思
想
統
制
」
か
ら
「
教
学

錬
成
」
へ
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
一
九
頁
。

（
312
）	

同
右
、
一
八
頁
。

（
313
）	

同
右
、
二
〇
頁
。
岡
田
良
平
の
最
初
の
文
部
大
臣
期
間
は
一
九
一
六
年
一

〇
月
～
一
八
年
九
月
。
二
度
目
の
文
部
大
臣
期
間
は
一
九
二
四
年
六
月
～
二

七
年
四
月
で
あ
る
（
秦
郁
彦
編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、「
岡
田
良
平
」
の
項
）。

（
314
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
二
一
頁
。

（
315
）	

同
右
、
二
一
頁
。

（
316
）	

「
全
国
の
学
生
が
軍
事
教
育
に
反
対
の
大
運
動
／
各
校
代
表
者
集
合
し
具

体
的
方
法
を
協
議
す
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
〇
号
、
一
九
二
四
年
一

一
月
一
九
日
）
三
面
。

（
317
）	

「
学
生
の
立
場
か
ら
反
軍
事
教
育
の
叫
／
全
国
に
波
及
す
べ
く
各
大
学
の

同
盟
成
る
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
一
七
日
）

二
面
。

（
318
）	

「
戦
争
を
未
然
に
防
ぐ
は
学
生
と
無
産
階
級
／
武
装
的
平
和
は
昔
の
夢
／

主
催
―
軍
事
教
育
反
対
同
盟
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
二
号
、
一
九
二

四
年
一
二
月
三
日
）
二
面
。
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（
319
）	

「
憐
む
べ
き
軍
事
教
育
の
前
途
／
去
る
二
日
午
後
二
時
於
本
大
学
講
堂
／

軍
事
教
育
批
判
会
開
催
。
聴
衆
五
百
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
号
、
一
九

二
四
年
一
二
月
五
日
）
一
面
。

（
320
）	
「
圧
迫
に
更
に
気
勢
昂
め
た
反
軍
教
示
威
運
動
／
廿
四
日
牛
ケ
淵
公
園
で

／
改
め
て
警
視
庁
の
態
度
を
糺
問
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
第
一
〇
四
号
、
一

九
二
五
年
一
月
二
六
日
）
二
面
。

（
321
）	

「
軍
閥
の
魔
の
手
／
官
憲
に
蹂
躙
さ
れ
た
軍
教
反
対
の
示
威
運
動
／
熾
烈

な
る
学
徒
の
反
軍
国
運
動
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
六
号
、
一
九
二
五

年
一
月
二
八
日
）
二
面
。

（
322
）	

「
問
題
の
軍
事
教
育
／
目
下
考
慮
中
／
相
当
有
力
な
反
対
気
勢
／
実
施
と

な
れ
ば
強
制
す
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
五
号
、
一
九
二
五
年
四
月
二

〇
日
）
五
面
。

（
323
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
三
九
八
頁
（
山
田
昭
次

執
筆
の
注
記
よ
り
）。

（
324
）	

同
右
、
三
九
七
～
三
九
八
頁
。

	

　

山
田
昭
次
の
先
行
研
究
で
は
、「
軍
事
教
練
反
対
運
動
を
担
っ
た
学
生
の

指
導
部
は
、
大
学
当
局
が
排
斥
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
」

こ
と
を
指
摘
し
、「
立
教
大
学
の
軍
事
教
練
に
反
対
す
る
学
生
運
動
の
指
導

者
は
、
陶
山
俊
介
（
一
九
二
七
年
商
学
部
商
学
科
卒
業
）
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
」
と
記
し
て
い
る
。
立
教
大
学
の
軍
事
教
練
反
対
運
動
は
、
立
教
大
学
の

新
聞
学
会
員
が
中
心
的
に
担
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
陶
山
を
は
じ
め
と

し
て
新
聞
学
会
員
と
立
教
大
学
社
会
科
学
研
究
会
（
第
三
編
第
一
章
第
四
節

第
三
項
参
照
）
の
会
員
は
か
な
り
重
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
山
田
は
推
測

し
て
い
る
。
立
教
学
院
の
思
想
的
動
向
の
批
判
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、
山
田

は
「『
危
険
思
想
』
に
対
峙
す
る
天
皇
制
国
家
の
同
伴
者
と
な
っ
て
キ
リ
ス

ト
教
の
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
立
教
学
院
ま
た
は
立
教
大
学
の
首
脳
部

に
と
っ
て
は
、『
危
険
思
想
』
に
基
づ
い
た
学
生
の
軍
事
教
練
反
対
運
動
は

と
う
て
い
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
、
立
教
大
学
に
お
け

る
軍
事
教
練
反
対
運
動
の
展
開
と
、
そ
の
大
学
首
脳
部
に
よ
る
抑
圧
の
過
程

を
捉
え
て
い
る
（
山
田
昭
次
「
学
院
首
脳
陣
と
構
成
員
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
に
対
す
る
認
識
と
対
応
」
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
、

一
一
七
頁
）。

（
325
）	

「
時
間
空
間
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
号
、
一
九
二
五
年
二
月
五
日
）

一
面
。

（
323
）	

「
討
論
に
討
論
を
重
ね
／
新
聞
聯
盟
規
約
成
る
／
小
樽
高
商
軍
教
問
題
は

提
出
校
よ
り
徹
〔
マ
マ
〕回
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
四
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月

一
五
日
）
二
面
。

（
327
）	

「
立
教
大
学
―
新
聞
押
収
さ
れ
演
説
禁
止
／
校
長
、
学
生
監
の
排
斥
」（『
教

育
週
報
』
第
二
七
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
二
一
日
）
七
面
。

（
328
）	

岩
田
光
子
「
千
葉
亀
雄
略
年
譜
」（『
千
葉
亀
雄
著
作
集
』
第
五
巻
、
ゆ
ま

に
書
房
、
一
九
九
三
年
）
三
五
四
頁
。

（
329
）	

「
正
義
を
叫
ん
で
鋭
鋒
は
冴
ゆ
／
雨
に
め
げ
ず
押
寄
せ
た
聴
衆
熱
心
に
／

学
術
研
究
擁
護
講
演
会
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
第
一
四
二
号
、
一
九
二
五
年

一
一
月
一
六
日
）
五
面
。

（
330
）	

「
反
動
団
の
狙
う
二
つ
の
講
演
／
早
大
と
報
知
の
ホ
ー
ル
で
」（『
読
売
新

聞
』
一
九
二
五
年
一
一
月
一
二
日
朝
刊
）
三
面
。

（
331
）	
立
教
大
学
新
聞
・
早
稲
田
大
学
新
聞
・
帝
国
大
学
新
聞
「
共
同
宣
言
」
一

九
二
五
年
一
一
月
一
〇
日
（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
四
号
、
一
九
二
五
年

一
一
月
一
五
日
）
二
面
。
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（
332
）	

「
反
軍
教
宣
言
か
ら
新
聞
を
没
収
／
学
長
の
横
暴
を
非
難
し
立
教
生
騒
ぐ
」

（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
一
一
月
一
四
日
朝
刊
）
一
一
面
。

（
333
）	
前
掲
「
立
教
大
学
―
新
聞
押
収
さ
れ
演
説
禁
止
／
校
長
、
学
生
監
の
排

斥
」。「（
論
説
）
軍
事
教
育
の
撤
廃
を
叫
ぶ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
四
号
、

一
九
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）
二
面
。

（
334
）	

前
掲
「
反
軍
教
宣
言
か
ら
新
聞
を
没
収
／
学
長
の
横
暴
を
非
難
し
立
教
生

騒
ぐ
」。

（
335
）	

「
論
説
と
宣
言
を
取
消
し
発
表
／
立
大
新
聞
の
解
決
」（『
読
売
新
聞
』
一
九

二
五
年
一
一
月
一
五
日
朝
刊
）
三
面
。
鈴
木
正
雄
「
発
売
禁
止
号
を
回
顧
し

て
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
八
号
、
一
九
二
七
年
一
一
月
五
日
）
六
面
。

（
336
）	

前
掲
「（
論
説
）
軍
事
教
育
の
撤
廃
を
叫
ぶ
」。

（
337
）	

前
掲
「
論
説
と
宣
言
を
取
消
し
発
表
／
立
大
新
聞
の
解
決
」。

（
338
）	

「
紫
鉛
筆
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
一
一
月
一
八
日
朝
刊
）
五
面
。

『
立
教
大
学
新
聞
』
創
刊
一
〇
周
年
の
関
連
記
事
の
一
つ
で
も
、「
共
同
宣
言

上
に
は
（
中
略
）
紫
の
横
線
を
ス
タ
ン
プ
し
て
『
学
校
当
局
は
こ
の
記
事
を

オ
ミ
ツ
ト
す
る
』
の
意
志
表
示
が
し
て
あ
つ
た
」
と
す
る
（
長
谷
川
直
美

「
屑
籠
供
養
―
学
会
ナ
ン
セ
ン
ス
史
」『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
六
号
、
一

九
三
一
年
一
一
月
一
九
日
、
三
面
）。

（
339
）	

陶
山
俊
介
「
軍
教
反
対
運
動
を
想
起
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
六

号
、
一
九
三
一
年
一
一
月
一
九
日
）
三
面
。

（
340
）	

前
掲
「
発
売
禁
止
号
を
回
顧
し
て
」。
前
掲
「
軍
教
反
対
運
動
を
想
起
す
」。

（
341
）	

「（
論
説
）
大
学
新
聞
の
使
命
―
大
正
十
五
年
を
迎
ふ
る
辞
」（『
立
教
大
学

新
聞
』
第
二
七
号
、
一
九
二
六
年
一
月
五
日
）
一
面
。

（
342
）	

「
当
局
の
態
度
如
何
／
大
学
内
に
挙
げ
ら
れ
た
軍
事
教
育
可
否
の
声
」（『
立

教
大
学
新
聞
』
第
二
四
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）
二
面
。

（
343
）	

前
掲
「
立
教
大
学
―
新
聞
押
収
さ
れ
演
説
禁
止
／
校
長
、
学
生
監
の
排

斥
」。

（
344
）	

前
掲
「
問
題
の
軍
事
教
育
／
目
下
考
慮
中
／
相
当
有
力
な
反
対
気
勢
／
実

施
と
な
れ
ば
強
制
す
る
」。

（
345
）	

「
配
属
将
校
を
迎
へ
た
本
学
の
軍
事
教
育
／
い
よ
〳
〵
九
月
か
ら
角
帽
の

兵
隊
さ
ん
が
…
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
一
号
、
一
九
二
五
年
九
月
一
五

日
）
二
面
。

（
346
）	

「
配
属
将
校
及
教
練
ニ
従
事
ス
ル
学
校
職
員
服
務
規
定
」
第
一
条
（「
諸
規

程
綴
」
立
教
大
学
）。

（
347
）	

「
配
属
将
校
及
教
練
ニ
従
事
ス
ル
学
校
職
員
業
務
分
担
表
」（「
諸
規
程
綴
」

立
教
大
学
）。

（
348
）	

前
掲
「（
座
談
会
）
昭
和
前
期
の
立
教
（
上
）」
一
五
頁
。
配
属
将
校
の
在

任
期
間
は
「
立
教
大
学
に
お
け
る
配
属
将
校
・
教
練
教
師
等
の
変
遷
」（
豊
田

雅
幸
作
成
。『
遠
山
郁
三
日
誌
』
五
〇
四
頁
）
参
照
。

（
349
）	

前
掲
「
問
題
の
軍
事
教
育
／
目
下
考
慮
中
／
相
当
有
力
な
反
対
気
勢
／
実

施
と
な
れ
ば
強
制
す
る
」。

（
350
）	

諸
井
忠
一
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第

一
八
号
、
立
教
大
学
経
済
学
会
、
一
九
四
〇
年
二
月
）
一
五
頁
。

（
351
）	

前
掲
「
問
題
の
軍
事
教
育
／
目
下
考
慮
中
／
相
当
有
力
な
反
対
気
勢
／
実

施
と
な
れ
ば
強
制
す
る
」。

（
352
）	

前
掲
「
配
属
将
校
を
迎
へ
た
本
学
の
軍
事
教
育
／
い
よ
〳
〵
九
月
か
ら
角

帽
の
兵
隊
さ
ん
が
…
」。

（
353
）	
前
掲
「
古
き
良
き
時
代
」
四
三
頁
。

（
354
）	

前
掲
「『
聖
鐘
』
が
募
集
し
た
本
学
の
不
平
不
満
／
す
べ
て
の
学
生
の
真

の
叫
び
」
二
面
。
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（
355
）	

「（
警
笛
）『
和
し
て
同
ぜ
ず
』
と
は
…
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
七
号
、

一
九
三
一
年
三
月
一
九
日
）
二
面
。

（
356
）	

「
本
学
の
教
練
／
配
属
将
校
談
」『
立
教
大
学
新
聞
』（
第
一
〇
六
号
、
一
九

三
一
年
一
一
月
一
九
日
）
二
面
。

（
357
）	
逸
見
勝
亮
「
北
海
道
帝
国
大
学
と
『
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
公
布
十

五
周
年
記
念
親
閲
拝
受
式
』（
一
九
三
九
年
）」（『
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館

年
報
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
二
〇
、
一
九
、
二
三
頁
。

（
358
）	

帝
都
教
育
会
編
『
御
親
閲
拝
受
記
念
写
真
帖
』（
帝
都
教
育
会
、
一
九
三
九

年
）
四
八
、
五
〇
、
一
〇
六
、
一
一
六
頁
。

（
359
）	

『
世
界
大
百
科
事
典
』「
学
生
運
動
」
の
項
『
国
史
大
辞
典
』「
学
連
事
件
」

の
項
。

（
360
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
二
五
～
二
六
頁
。

（
361
）	

同
右
、
二
七
頁
。

（
362
）	

同
右
、
二
九
～
三
〇
頁
。

（
363
）	

『
公
文
類
聚
』（
一
九
二
七
年
・
第
五
十
一
編
・
第
五
巻
・
官
職
三
・
官
制

三
（
文
部
省
）、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
364
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
二
八
頁
。

（
365
）	

『
国
史
大
辞
典
』「
三
・
一
五
事
件
」
の
項
。

（
366
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
三
二
頁
。

（
367
）	

文
部
省
学
生
部
「
第
五
十
七
帝
国
議
会
説
明
材
料
」
一
九
二
九
年
一
二
月

（
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
一
巻
、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
～
二
九
頁
）。

（
368
）	

同
右
、
二
八
頁
。

（
369
）	

同
右
、
三
一
頁
。
こ
の
時
の
官
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
一
〇

月
二
九
日
勅
令
第
二
四
八
号
～
勅
令
第
二
五
九
号
に
よ
る
（『
官
報
』
第
五

五
五
号
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
三
〇
日
）。

（
370
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
四
二
頁
。

（
371
）	

同
右
、
四
三
～
四
四
頁
。

（
372
）	

同
右
、
四
五
頁
。

（
373
）	

「
秘
密
結
社
日
本
共
産
党
再
組
織
運
動
関
係
者
検
挙
概
況
」（『
特
別
高
等
警

察
資
料
』
第
二
輯
第
三
号
、
内
務
省
警
保
局
、
一
九
二
九
年
七
月
）
四
一
六
、

四
二
三
頁
（
社
会
問
題
資
料
研
究
会
編
『
特
別
高
等
警
察
資
料
』
第
四
分
冊
、

東
洋
文
化
社
、
一
九
七
三
年
）。

（
374
）	

前
掲
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」
一
三
頁
。

（
375
）	

「
経
済
学
研
究
会
の
解
散
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
二
四
年
一

一
月
五
日
）
一
面
。
前
掲
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」
一
四
～
一
五
頁
。

（
376
）	

前
掲
「
経
済
学
研
究
会
の
解
散
」。

（
377
）	

「
マ
ル
ク
ス
生
誕
を
機
に
思
想
団
盛
返
す
／
そ
の
後
鳴
を
鎮
め
て
居
た
が

実
行
運
動
に
は
関
係
せ
ぬ
と
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
四
年
四
月
二
七

日
朝
刊
）
一
一
面
。

（
378
）	

前
掲
「
経
済
学
研
究
会
の
解
散
」。

（
379
）	

「
研
究
方
針
定
る
／
経
済
学
研
究
会
／
来
学
期
の
講
義
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
八
号
、
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
）
一
面
。

（
380
）	

「
新
学
生
監
岩
佐
琢
蔵
先
生
／
学
生
諸
君
の
来
訪
を
希
望
せ
ら
る
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
一
〇
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
）
三
面
。

（
381
）	

「（
警
笛
）
戦
術
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
七
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
一

五
日
）
三
面
。

（
382
）	
「
尖
鋭
化
す
る
思
想
問
題
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
五
号
、
一
九
三
一
年

一
月
二
二
日
）
三
面
。

（
383
）	

大
島
泰
平
「
あ
の
頃
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
立
教
大
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学
経
済
学
会
、
一
九
四
〇
年
二
月
）
一
四
五
～
一
四
六
頁
。

（
384
）	

「
二
三
の
条
件
付
で
経
済
学
会
新
生
す
／
漸
く
一
通
り
の
体
裁
を
整
へ
て

／
九
月
か
ら
研
究
開
始
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
九
号
、
一
九
二
九
年
七

月
一
五
日
）
三
面
。

（
385
）	

S
・
T
「
回
想
記
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
立
教
大
学

経
済
学
会
、
一
九
四
〇
年
二
月
）
一
四
三
頁
。

（
386
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
三
七
～
三
八
・
五
七
頁
。

（
387
）	

「
学
生
監
の
名
称
消
え
学
生
課
主
事
生
る
／
学
友
会
事
務
を
も
統
轄
し
て

／
学
生
課
長
に
岩
佐
氏
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
〇
号
、
一
九
三
〇
年
八

月
一
五
日
）
二
面
。

（
388
）	

「
事
務
分
掌
規
程
」（
一
九
三
〇
年
七
月
制
定
、
立
教
大
学
教
務
課
「
諸
規

程
綴
」）。

（
389
）	

「
思
想
関
係
ヨ
リ
見
タ
ル
訓
育
方
法
」（
文
部
省
学
生
部
、
一
九
三
一
年
三

月
）
二
九
頁
（
思
想
調
査
資
料
集
成
刊
行
会
編
『
文
部
省
思
想
局
思
想
調
査

資
料
集
成
』
第
二
二
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）。

（
390
）	

「
私
立
大
学
学
生
主
事
、
学
生
監
会
議
」（『
思
想
調
査
資
料
』
第
九
輯
、
文

部
省
学
生
部
、
一
九
三
一
年
二
月
）
一
九
〇
～
一
九
二
頁
（
思
想
調
査
資
料

集
成
刊
行
会
編
『
文
部
省
思
想
局
思
想
調
査
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）。

（
391
）	

同
右
、
一
九
一
頁
。

（
392
）	

前
掲
「
尖
鋭
化
す
る
思
想
問
題
」。

（
393
）	

西
堀
啓
策
「
暑
い
印
象
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
六
号
、
一
九
三
一

年
一
一
月
一
九
日
）
三
面
。

（
394
）	

「『
プ
ロ
文
』
は
法
度
で
／
新
芸
術
派
の
作
品
／
検
閲
厳
重
な
立
教
文
学
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
〇
号
、
一
九
三
一
年
五
月
三
〇
日
）
二
面
。

（
395
）	

「
無
料
診
断
所
を
設
け
学
生
の
便
宜
を
計
る
／
す
で
に
貸
間
の
紹
介
も
無

料
で
／
消
費
組
合
の
活
躍
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
四
号
、
一
九
二
九
年

一
二
月
一
五
日
）
三
面
。

（
396
）	

「
消
費
組
合
設
立
案
条
件
づ
き
で
許
可
／
校
外
に
置
く
な
ら
よ
い
と
／
常

任
委
員
会
の
決
議
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
七
号
、
一
九
二
九
年
五
月
一

五
日
）
三
面
。

（
397
）	

「
近
く
拡
大
週
間
で
組
合
員
獲
得
を
計
る
／
学
消
学
内
移
転
は
望
み
薄
か
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
五
号
、
一
九
三
一
年
一
月
二
二
日
）
二
面
。

（
398
）	

「
突
如
『
学
生
の
店
』
公
認
を
取
消
さ
る
／
全
国
的
結
成
を
前
に
し
て
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
一
号
、
一
九
三
一
年
六
月
二
四
日
）
二
面
。

（
399
）	

「『
学
生
の
店
』
に
危
機
・
漸
く
迫
る
／
学
校
当
局
保
証
人
に
組
合
脱
退
の

可
を
説
く
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
三
号
、
一
九
三
一
年
八
月
一
七
日
）

二
面
。

（
400
）	

向
山
寛
夫
『
東
京
学
生
消
費
組
合
史
』（
中
央
経
済
研
究
所
、
一
九
八
四

年
）
三
〇
三
、
四
一
五
頁
。

（
401
）	

「
立
大
の
学
生
廿
余
名
検
挙
／『
赤
い
』
策
動
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
一

年
五
月
一
六
日
朝
刊
）
七
面
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
部
員
数
名
が
検
挙
さ
れ

た
弁
論
部
で
は
学
期
中
の
校
内
外
の
催
事
を
自
発
的
に
中
止
し
た
ほ
か
、
立

教
学
消
や
新
聞
学
会
な
ど
で
も
催
事
を
中
止
し
た
と
い
う
（「
弁
論
部
の
活

動
中
止
す
／
恵
ま
れ
ざ
る
今
学
期
」『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
一
号
、
一
九

三
一
年
六
月
二
四
日
、
二
面
）。

（
402
）	
前
掲
『
東
京
学
生
消
費
組
合
史
』
三
〇
二
頁
。

（
403
）	
同
右
、
二
一
〇
頁
。

（
404
）	

同
右
、
二
一
〇
頁
。

（
405
）	

「『
弾
圧
を
し
た
の
も
学
校
の
為
め
だ
』
／
前
学
生
課
長
岩
佐
氏
談
」（『
立
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教
大
学
新
聞
』
第
一
一
五
号
、
一
九
三
二
年
九
月
二
二
日
）
三
面
。

（
406
）	

「
新
入
生
諸
君
に
寄
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
七
号
、
一
九
三
〇
年
四

月
一
五
日
）
三
面
。

（
407
）	
「
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
／
之
ぞ
立
教
ス
ピ
リ
ツ
ト
／
し
か
し
社
会
的
情

勢
は
そ
の
存
在
を
許
さ
ぬ
！
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、
一
九
三
〇

年
一
一
月
一
五
日
）
三
面
。

（
408
）	

諸
井
忠
一
・
田
辺
邦
彦
「
立
教
大
学
経
済
学
会
十
年
史
」（
前
掲
『
経
済
学

会
誌
』
第
一
八
号
）
一
三
八
～
一
三
九
頁
。

（
409
）	

前
掲
「
回
想
記
」
一
四
三
頁
。

（
410
）	

前
掲
「
尖
鋭
化
す
る
思
想
問
題
」。

（
411
）	

「
時
局
に
鑑
み
／
献
金
箱
提
げ
て
街
頭
へ
進
出
／
当
局
の
支
持
で
結
成
さ

れ
た
在
満
同
胞
慰
問
学
生
聯
盟
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
六
号
、
一
九

三
一
年
一
一
月
一
九
日
）
二
面
。

（
412
）	

「（
警
笛
）
一
つ
の
抗
議
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
六
号
、
一
九
三
一

年
一
一
月
一
九
日
）
二
面
。

（
413
）	

前
掲
「
軍
教
反
対
運
動
を
想
起
す
」。

（
414
）	

前
掲
「
立
教
大
学
経
済
学
会
十
年
史
」
一
四
一
頁
。

（
415
）	

「
校
内
図
書
館
の
利
用
」（『
ム
サ
シ
ノ
』
第
五
号
、
一
九
二
三
年
二
月
二
一

日
）
一
面
。

（
416
）	

浜
田
敬
一
「（
公
海
）『
図
書
館
に
呈
す
』
に
応
ふ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
一
号
、
一
九
二
五
年
二
月
五
日
）
二
面
。

（
417
）	

エ
ス
生
「
吾
等
の
黄
金
時
代
」（『
会
員
名
簿　

昭
和
三
年
度
』
立
教
学
院

校
友
会
、
一
九
二
八
年
）
二
頁
。

（
418
）	

「
立
教
大
学
々
友
会
規
則
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
私
立
立
教
学
院

立
教
大
学
、
一
九
一
七
年
三
月
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第

一
巻
、
三
七
二
頁
所
収
）。

（
419
）	

「
学
友
会
新
会
則
／
部
長
会
決
定
の
草
案
全
文
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七

六
号
、
一
九
二
九
年
四
月
二
〇
日
）
二
面
。

（
420
）	

『
学
内
団
体
一
覧
』
文
部
省
教
学
局
、
一
九
四
〇
年
（『
立
教
学
院
百
二
十

五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
三
七
九
頁
所
収
）。

（
421
）	

「
大
学
体
育
の
実
状　

立
大
／
揃
つ
た
二
十
七
部
門
／
小
人
数
で
も
全
校

過
半
は
運
動
部
員
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
三
月
一
〇
日
朝
刊
）
八
面
。

（
422
）	

「
譲
歩
的
態
度
で
波
瀾
無
く
分
配
／
体
育
会
予
算
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
六
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月
二
七
日
）
二
面
。「
前
哨
戦
を
裏
切
つ
た
学

友
会
予
算
委
員
会
／
辞
退
し
た
野
球
部
予
算
は
対
同
志
社
競
技
費
用
へ
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
〇
号
、
一
九
三
一
年
五
月
三
〇
日
）
二
面
。

（
423
）	

「
学
友
会
各
部
の
予
科
生
分
布
表
／
興
味
あ
る
運
動
学
芸
両
部
勢
力
／
本

学
会
調
査
部
の
発
表
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
四
号
、
一
九
三
一
年
九

月
三
〇
日
）
二
面
。

（
424
）	

前
掲
「
大
学
体
育
の
実
状　

立
大
／
揃
つ
た
二
十
七
部
門
／
小
人
数
で
も

全
校
過
半
は
運
動
部
員
」。

（
425
）	

「
五
十
に
余
る
各
部
の
活
動
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
七
号
、
一
九
三

二
年
六
月
）
六
頁
。

（
426
）	

前
掲
『
学
内
団
体
一
覧
』
三
七
九
頁
。

（
427
）	

『
立
教
大
学
体
育
会
陸
上
競
技
部
創
部
90
周
年
記
念
誌
』（
立
教
大
学
体
育

会
陸
上
競
技
部
・
立
教
大
学
紫
聖
会
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
九
～
一
二
一
頁
。

（
428
）	
宮
本
正
明
「（
史
料
紹
介
）
百
瀬
和
夫
『
ア
メ
リ
カ
遠
征
日
誌
』（
1 

9 

3 
2
年
4
月
7
日
～
7
月
2
日
）」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一

四
年
）
一
二
七
～
一
二
六
頁
。

（
429
）	

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
夏
季
）
に
出
場
し
た
立
教
生
・
校
友
」https://www. 
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pdf （
立
教
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）

（
430
）	
「
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
年
表
」（『
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
創
部
六
〇
周
年
記
念
誌
』
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
倶
楽

部
60
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）
二
六
〇
～
二
六
二
頁
。「
立

教
大
学
体
育
会
水
泳
部
年
譜
」（『
立
教
大
学
水
泳
部
八
十
周
年
誌
―
時
間
を

超
え
て
』
立
教
大
学
体
育
会
水
泳
部
O
B
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
一
～
二

一
二
頁
。「
主
な
競
技
会
出
場
者
と
優
勝
者
」（
前
掲
『
立
教
大
学
体
育
会
陸

上
競
技
部
創
部
90
周
年
記
念
誌
』）
一
〇
二
頁
。

（
431
）	

中
澤
篤
史
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
団
に
お
け
る
学
生
選
手
に
関

す
る
資
料
検
討
―
1
9
1
2
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
1
9
9
6
年
ア

ト
ラ
ン
タ
大
会
ま
で
を
対
象
に
」（『
一
橋
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
』
第
二
九
号
、

二
〇
一
〇
年
）
三
七
頁
。

（
432
）	

安
川
茂
雄
『
近
代
日
本
登
山
史
（
増
補
）』（
四
季
書
館
、
一
九
七
六
年
）

四
五
五
、
四
六
九
頁
。

（
433
）	

「
池
袋
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
号
、
一
九
一
九
年
五

月
）
六
頁
。

（
434
）	

「（
大
学
よ
り
）
柔
道
場
開
き
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第

三
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）
五
頁
。
前
掲
「
大
学
体
育
の
実
状　

立
大
／
揃

つ
た
二
十
七
部
門
／
小
人
数
で
も
全
校
過
半
は
運
動
部
員
」。
立
教
大
学
管

財
部
施
設
課
編
『
立
教
大
学
煉
瓦
造
体
育
館
建
物
調
査
報
告
書
』（
立
教
大
学
、

二
〇
〇
三
年
）
一
一
頁
。

（
435
）	

「
体
育
主
事
の
発
案
で
体
育
館
改
造
に
決
定
／
多
少
の
反
対
を
押
切
り
近

く
着
手
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
五
号
、
一
九
三
一
年
一
月
二
二
日
）
三

面
。

（
436
）	

岸
浩
三
「
新
ら
し
き
学
の
園
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第〔

マ

二
巻
第

三マ

〕号
、
一
九
一
九
年
四
月
）
二
頁
。

（
437
）	

「
立
教
大
学
卒
業
式
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
二
巻
第
三
〔
マ
マ
〕号
、
一

九
二
〇
年
四
月
）
四
頁
。「
大
学
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
五

巻
第
二
号
、
一
九
二
二
年
七
月
）
五
頁
。

（
438
）	

「
大
学
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
二
三

年
一
二
月
一
日
）
五
頁
。

（
439
）	

「
立
教
大
学
体
育
会
陸
上
競
技
部
90
年
史
」（
前
掲
『
立
教
大
学
体
育
会
陸

上
競
技
部
創
部
90
周
年
記
念
誌
』）
一
八
頁
。

（
440
）	

「
陸
上
競
技
部
の
報
告
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
三
号
、
一
九
三
四

年
三
月
）
二
頁
。
舟
橋
快
三
「
戦
前
の
ラ
グ
ビ
ー
部
―
昭
和
初
期
の
回
想
」

（
前
掲
『
立
教
』
第
一
二
九
号
）
四
八
頁
。
大
学
当
局
で
は
、
予
科
校
舎
の

新
築
に
際
し
て
運
動
場
を
建
設
予
定
地
と
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
三
五
年
一

二
月
に
清
水
組
の
運
動
場
（
石
神
井
）
を
代
替
の
運
動
場
と
し
て
運
動
部
の

現
役
部
員
や
O
B
と
交
渉
し
た
が
、「
同
所
は
転
地
と
し
て
適
当
な
ら
ず
と

反
対
」
を
受
け
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。
翌
一
九
三
六
年
四
月
に
入
り
、「
グ

ラ
ン
ド
問
題
に
付
了
解
を
得
」
た
こ
と
、「
予
科
校
舎
建
築
の
た
め
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
石
神
井
清
水
組
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
更
に
弐
千
坪
借
用
使
用
す
る

こ
と
に
な
す
」
こ
と
が
事
務
打
合
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
（「
大
学
協
議
会

議
事
録
」
一
九
三
五
年
一
二
月
一
〇
日
条
・
一
九
三
六
年
四
月
一
六
日
条
、

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
441
）	
豊
田
雅
幸
『
立
教
の
学
び
舎
―
キ
ャ
ン
パ
ス
と
校
舎
の
移
り
変
わ
り
』（
立

教
学
院
、
二
〇
一
三
年
）
四
九
頁
。

（
442
）	

「
剣
道
部
道
場
愈
々
落
成
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
五
号
、
一
九
三
一
年
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一
月
二
二
日
）
三
面
。
当
初
は
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
利
用
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
（「
体
育
館
に
増
へ
た
／
新
設
剣
道
々
場
／
当
分
は
籠
球

場
に
て
」『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
三
号
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
、
二

面
）。

（
443
）	
「
立
教
大
学
籠
球
部
新
設
コ
ー
ト
開
き
の
式
挙
行
さ
る
」（『
立
教
学
院
校
友

会
報
』
第
一
三
号
、
一
九
三
四
年
三
月
）
三
頁
。

（
444
）	

「
拳
闘
部
道
場
落
成
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
三
四
年

六
月
）
五
頁
。

（
445
）	

「
面
目
一
新
せ
る
弓
術
部
の
道
場
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
八
号
、
一
九

二
七
年
一
月
一
五
日
）
三
面
。
須
藤
吉
之
祐
「
大
学
の
近
況
を
談
る
」（『
立

教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
三
七
年
一
月
）
六
頁
。
前
掲
「
大
学

体
育
の
実
状　

立
大
／
揃
つ
た
二
十
七
部
門
／
小
人
数
で
も
全
校
過
半
は
運

動
部
員
」。
口
絵
3
―

11
「
立
教
学
院
敷
地
平
面
図
」（
一
九
三
七
年
）。

（
446
）	

「
立
教
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
ご
案
内
」
お
よ
び
「
秋
雨
に
た
ゝ
ら
れ
た
球
場

開
き
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
二
号
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
一
五
日
）
三

面
。

（
447
）	

「
野
球
部
合
宿
落
成
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
〇
号
、
一
九
二
九
年
八

月
一
五
日
）
三
面
。

（
448
）	

「
立
教
水
泳
部
で
プ
ー
ル
建
設
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
四
月
八
日
朝

刊
）
五
面
。

（
449
）	

「
プ
ー
ル
開
き
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
二
号
、
一
九
三
三
年
九

月
）
四
頁
。

（
450
）	

前
掲
「
大
学
の
近
況
を
談
る
」
六
頁
。

（
451
）	

前
掲
「
立
教
大
学
体
育
会
陸
上
競
技
部
90
年
史
」
二
二
頁
。

（
452
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
八
二
～
一
八
三
頁
。

（
453
）	

「（
校
報
・
雑
報
）
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
す
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
巻

九
月
号
、
一
九
三
六
年
九
月
）
一
二
頁
。
柏
倉
敬
司
「
成
増
の
『
立
教
大
学

グ
ラ
ウ
ン
ド
』
に
つ
い
て
」（『
立
教
』
第
一
五
五
号
、
一
九
九
五
年
一
一
月
）

二
六
頁
。

（
454
）	

「
校
地
変
更
認
可
申
請
」
一
九
三
六
年
四
月
二
三
日
（「
立
教
大
学
諸
申
請

書
・
認
可
書
綴
（
Ⅰ
）」、
立
教
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
前
掲
「（
校

報
・
雑
報
）
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
す
」
一
二
頁
。
前
掲
「
大
学
体
育
の
実
状　

立
大
／
揃
つ
た
二
十
七
部
門
／
小
人
数
で
も
全
校
過
半
は
運
動
部
員
」。

（
455
）	

蓬
莱
山
人
「
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
と
世
間
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、

一
九
三
〇
年
一
一
月
一
五
日
）
二
面
。

（
456
）	

「
ス
ポ
ー
ツ
の
興
行
化
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、
一
九
三
〇
年
一

一
月
一
五
日
）
二
面
。

（
457
）	

「（
社
説
）
ス
ポ
ー
ツ
大
衆
化
の
問
題
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
五
号
、

一
九
三
一
年
一
〇
月
二
一
日
）
二
面
。
な
お
、
一
九
二
八
年
の
「
三
・
一
五

事
件
」
以
降
、
学
生
に
対
す
る
「
思
想
問
題
」
の
対
応
策
と
し
て
文
部
省
は

ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
を
指
示
す
る
よ
う
に
な
り
、
左
翼
勢
力
を
中
心
と
し
て
こ

れ
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
た
。
学
生
運
動
の
側
も
ス
ポ
ー
ツ
の
「
悪
用
」

反
対
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
大
衆
化
」
な
ど
を
掲
げ
、
各
校
で
選
手
制
度
・
応
援

団
・
対
校
試
合
の
廃
止
や
校
友
会
費
の
値
下
げ
と
い
っ
た
校
友
会
の
改
革
運

動
が
展
開
さ
れ
た
（
坂
上
康
博
『
権
力
装
置
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
』
講
談
社
、

一
九
九
八
年
、
八
六
～
八
九
・
一
四
九
～
一
五
〇
頁
）。『
立
教
大
学
新
聞
』

の
紙
面
で
も
、「
選
手
制
度
の
下
に
一
人
の
英
雄
を
作
ら
ん
が
た
め
に
多
く

の
無
視
さ
れ
た
る
学
生
大
衆
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
は
い
か
に
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
運
動
系
団
体
の
人
々
の
意
見
を
掲
載
し
て
い
る

（
第
一
〇
六
号
、
一
九
三
一
年
一
一
月
一
九
日
、
五
面
）。
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（
458
）	

前
掲
「『
聖
鐘
』
が
募
集
し
た
本
学
の
不
平
不
満
／
す
べ
て
の
学
生
の
真

の
叫
び
」
二
面
。

（
459
）	
前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
九
〇
～
一
九
三
頁
。

（
460
）	
同
右
、
一
九
二
～
一
九
三
頁
。

（
461
）	

同
右
、
一
九
二
頁
。

（
462
）	

「（
座
談
会
）
立
大
文
化
運
動
の
潮
流
」（『
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
』

第
八
九
号
、
一
九
五
九
年
二
月
二
一
日
）
三
・
四
頁
。

（
463
）	

「
例
年
に
見
な
い
静
粛
さ
で
／
学
友
会
予
算
総
会
終
る
／
出
席
人
員
百
八

十
名
で
／
予
算
案
異
議
な
く
可
決
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
八
号
、
一
九

二
六
年
七
月
五
日
）
一
面
。

（
464
）	

「
劇
研
究
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
五
日
）

一
面
。

（
465
）	

前
掲
「（
座
談
会
）
立
大
文
化
運
動
の
潮
流
」
二
～
三
頁
。

（
466
）	

同
右
、
三
頁
。
芽
生
座
は
岡
田
八
千
代
（
小
山
内
薫
の
妹
）
主
宰
の
児
童

劇
団
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
（
新
装
復
刊
）』

第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
四
一
六
頁
）、
新
劇
場
は
六
代
目
坂
東

蓑
助
（
八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
）
に
よ
る
結
成
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
集

部
編
『
新
撰
芸
能
人
物
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
〇
年
、
六
八

二
頁
）。
未
明
座
は
、
市
川
翠
扇
・
花
柳
喜
章
・
小
堀
明
男
・
河
合
明
石
・

河
合
栄
二
郎
・
森
赫
子
な
ど
「
新
派
御
曹
司
」
が
結
成
し
た
新
派
の
「
勉
強

会
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
で
、
そ
の
中
に
は
藤
井
昇
（
田
中
昇
太
郎
、
一
九

三
一
年
文
学
部
卒
業
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
（
田
村
武
敦
「
想
い
出
の

小
箱
」、
立
教
大
学
史
学
会
編
『
立
教
大
学
史
学
会
小
史
』
立
教
大
学
史
学

会
、
一
九
六
七
年
、
四
四
頁
）。

（
467
）	

「
結
成
さ
れ
た
文
化
聯
盟
／
立
教
史
に
燦
然
／
足
並
揃
へ
た
諸
団
体
の
期

待
は
今
後
の
活
躍
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
二
号
、
一
九
三
二
年
六
月

二
二
日
）
二
面
。

（
468
）	

「
そ
の
後
の
文
化
聯
合
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
三
号
、
一
九
三
二

年
七
月
八
日
）
二
面
。「
若
き
文
化
聯
合
主
催
の
光
輝
あ
る
文
化
祭
／
燃
ゆ

る
熱
意
と
期
待
の
裡
に
／
十
一
月
一
日
盛
大
に
開
催
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
一
六
号
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
九
日
）
二
面
。

（
469
）	

「
さ
れ
ば
歌
へ
さ
ら
ば
踊
れ
／
全
立
教
大
運
動
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

二
三
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
一
日
）
二
面
。「（
雑
報
）
体
育
祭
挙
行
」

（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
巻
一
一
月
号
、
一
九
三
六
年
一
二
月
）
一
五
頁
。

（
470
）	

「
建
学
以
来
の
盛
況
／
第
一
回
文
化
祭
／
大
成
功
を
以
て
終
る
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
一
一
七
号
、
一
九
三
二
年
一
一
月
一
七
日
）
二
面
。

（
471
）	

「
協
議
会
記
録
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
二
号
、
一
九
三
三
年
九

月
）
四
～
五
頁
。「
立
教
祭
」
同
前
、
三
頁
。

（
472
）	

「
両
学
友
会
交
歓
対
抗
盛
大
裡
に
円
満
終
了
／
波
乱
後
勝
負
の
保
留
を
決

定
し
て
／
懸
案
遂
に
実
現
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
号
外
、
一
九
三
一
年
九

月
三
〇
日
）
一
面
。「
全
立
教
と
全
同
志
社
の
学
友
会
各
部
対
校
競
技
大
会
」

（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
三
号
、
一
九
三
一
年
九
月
）
四
～
五
頁
。

（
473
）	

「
立
教
対
同
志
社
対
校
競
技
大
会
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
八
号
、
一

九
三
二
年
九
月
）
四
～
五
頁
。「
立
教
大
学
同
志
社
大
学
学
友
会
交
歓
大
会

日
割
及
場
所
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
二
号
、
一
九
三
三
年
九
月
）

三
頁
。
両
校
の
交
歓
大
会
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
三
年
六
月
の
大
会
終
了
後
、

七
月
に
同
志
社
よ
り
総
長
・
財
務
部
長
・
庶
務
部
長
が
立
教
に
来
校
し
て

「
中
止
申
出
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
財
政
上
困
難

な
る
事
、
教
授
会
に
反
対
あ
る
事
並
に
実
施
時
期
等
に
就
て
考
慮
を
要
す
る

事
等
」
が
挙
げ
ら
れ
た
と
す
る
。
立
教
で
は
、
こ
の
申
出
に
関
し
て
学
友
会
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部
長
会
お
よ
び
学
友
会
委
員
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
は
「
一
旦
中
止
の

止
む
を
得
な
き
も
の
」
と
認
め
、
後
者
は
「
大
体
に
於
て
中
止
に
異
存
な
き

模
様
」
で
あ
っ
た
（「
大
学
協
議
会
議
事
録
」
一
九
三
三
年
九
月
二
六
日
条
）。

（
474
）	
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
八
号
、
一
八
九
八
年
一
二
月
）
一
〇
頁
。

（
475
）	
「
立
教
中
学
校
学
友
会
々
則
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
九
号
、
一
九
二
六
年
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
三
七
一
頁
所
収
）。

（
476
）	

須
藤
吉
之
祐
「（
学
院
現
状
）
大
学
よ
り
申
上
候
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第

八
号
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
）
三
二
頁
。

（
477
）	

「
立
教
大
学
々
友
会
規
則
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
私
立
立
教
学
院

立
教
大
学
、
一
九
一
七
年
三
月
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第

一
巻
、
三
七
二
～
三
七
四
頁
所
収
）。

（
478
）	

斎
藤
茂
（
庭
球
部
部
長
）「
会
則
改
正
委
員
の
観
る
学
友
会
の
現
状
（
一
）」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
〇
号
、
一
九
二
六
年
八
月
二
五
日
）
一
面
。

（
479
）	

新
聞
学
会
「
弊
害
百
出
の
学
友
会
を
解
散
せ
よ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

一
三
号
、
一
九
二
五
年
三
月
五
日
）
二
面
。

（
480
）	

前
掲
「
弊
害
百
出
の
学
友
会
を
解
散
せ
よ
」。

（
481
）	

一
九
二
二
年
度
の
学
友
会
予
算
委
員
会
で
、
運
動
部
の
一
部
遠
征
費
と
し

て
学
芸
部
か
ら
三
〇
〇
円
を
譲
渡
し
た
結
果
、
両
者
の
予
算
配
分
が
二
対
一

の
比
率
と
な
っ
た
と
い
う
（「
両
会
の
対
立
／
一
致
は
困
難
」『
立
教
大
学
新

聞
』
第
五
三
号
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
、
三
面
）。

（
482
）	

「
右
手
に
解
散
論
を
提
げ
左
手
で
三
百
円
を
請
求
／
危
く
解
散
さ
れ
ん
と

し
文
芸
部
の
妥
協
で
ま
と
ま
る
／
学
友
会
予
算
委
員
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
七
号
、
一
九
二
五
年
六
月
一
日
）
二
面
。「
激
論
八
時
間
に
及
ん
だ
伝

統
固
執
の
予
算
委
員
会
／
分
配
比
率
問
題
に
三
度
決
裂
／
文
芸
運
動
各
部
別

室
に
凝
議
し
辛
じ
て
妥
協
に
終
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
五
号
、
一
九

二
六
年
六
月
五
日
）
三
面
。「
多
数
決
に
異
議
無
用
／
学
友
会
予
算
成
る
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
三
号
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
）
三
面
。「
依

然
慣
例
に
準
拠
／
学
友
会
予
算
成
る
／
両
会
意
識
的
に
対
立
し
譲
ら
ず
／
採

録
し
得
ざ
る
混
乱
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月
二

七
日
）
二
面
。

（
483
）	

「
新
設
部
み
な
否
決
／
会
則
も
無
駄
／
慣
例
と
感
情
は
昔
の
ま
ゝ
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
五
三
号
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
）
三
面
。「
無
言
挙
手

の
力
／
雑
誌
部
公
認
を
否
決
／
特
別
委
員
会
を
急
設
し
て
危
く
救
は
れ
た
委

員
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月
二
七
日
）
二
面
。

（
484
）	

前
掲
「
激
論
八
時
間
に
及
ん
だ
伝
統
固
執
の
予
算
委
員
会
／
分
配
比
率
問

題
に
三
度
決
裂
／
文
芸
運
動
各
部
別
室
に
凝
議
し
辛
じ
て
妥
協
に
終
る
」。

（
485
）	

「
学
友
会
改
造
案
／
一
紫
会
員
堀
江
案
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
三
号
、

一
九
二
五
年
三
月
五
日
）
二
面
。

（
486
）	

前
掲
「
弊
害
百
出
の
学
友
会
を
解
散
せ
よ
」。

（
487
）	

前
掲
「
弊
害
百
出
の
学
友
会
を
解
散
せ
よ
」
お
よ
び
前
掲
「
学
友
会
改
造

案
／
一
紫
会
員
堀
江
案
」。

（
488
）	

「
結
局
は
改
造
か
／
学
友
会
に
対
す
る
学
生
団
体
の
提
案
／
委
員
会
は
回

答
を
留
保
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
七
号
、
一
九
二
五
年
六
月
一
日
）

三
面
。

（
489
）	

一
憂
校
の
志
士
「
学
友
会
を
解
散
せ
よ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
五
号
、

一
九
二
七
年
七
月
一
〇
日
）
二
面
。

（
490
）	
「
学
友
会
改
造
に
直
面
し
て
学
生
側
委
員
善
後
策
を
協
議
す
／
部
長
会
の

規
約
改
正
委
員
と
協
力
し
て
具
体
案
を
作
成
す
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

四
〇
号
、
一
九
二
六
年
八
月
二
五
日
）
一
面
。

（
491
）	

「
学
友
会
規
則
草
案
／
委
員
会
決
定
の
全
文
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
一
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号
、
一
九
二
七
年
四
月
一
五
日
）
二
面
。

（
492
）	

「
会
則
草
案
承
認
に
／
部
長
委
員
の
連
合
会
／
小
田
原
評
議
の
部
長
会
案

／
蒸
し
返
へ
さ
れ
て
異
論
百
出
／
結
局
は
修
正
承
認
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
五
二
号
、
一
九
二
七
年
五
月
一
五
日
）
三
面
。

（
493
）	

「
委
員
会
の
延
長
に
／
予
算
総
会
終
る
／
討
論
は
無
意
義
に
／
無
言
挙
手

者
の
勝
利
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
三
号
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
）

三
面
。

（
494
）	

前
掲
「
無
言
挙
手
の
力
／
雑
誌
部
公
認
を
否
決
」
二
面
。
吉
川
亘
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
新
聞
学
会
に
お
い
て
も
「
学
校
が
仲
々
予
算
を
く
れ
な
い
」
こ

と
か
ら
「
あ
ま
り
パ
ツ
と
し
な
い
雑
誌
な
ん
か
廃
刊
し
て
新
聞
へ
金
を
ま
わ

せ
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
「（
座
談
会
）
立
大
文
化
運
動
の

潮
流
」
二
頁
）。

（
495
）	

「
多
数
決
一
点
張
で
／
学
友
会
総
会
閉
づ
／
可
決
事
項
は
委
員
会
そ
の
儘

／
文
芸
部
突
如
脱
退
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
五
号
、
一
九
二
八
年
五

月
二
七
日
）
二
面
。

（
496
）	

「
熱
烈
な
る
支
持
を
受
け
て
／
断
然
文
科
会
を
結
成
／
学
友
会
に
対
す
る

鬱
憤
遂
に
暴
発
し
／
一
致
邁
進
す
る
全
文
科
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
六

号
、
一
九
二
八
年
六
月
一
〇
日
）
二
面
。

（
497
）	

「
学
友
会
脱
退
宣
言
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
七
号
、
一
九
二
八
年
七
月

五
日
）
二
面
。

（
498
）	

「
脱
退
を
一
致
決
議
／
文
科
会
第
一
回
総
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
七

号
、
一
九
二
八
年
七
月
五
日
）
二
面
。

（
499
）	

「
解
決
委
員
を
設
け
穏
健
策
を
講
ず
／
学
友
会
部
長
会
議
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
六
九
号
、
一
九
二
八
年
九
月
二
五
日
）
二
面
。

（
500
）	

「
学
友
会
に
編
入
し
三
派
鼎
立
／
会
則
改
正
に
方
向
転
換
し
た
文
科
会
の

強
硬
談
判
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
〇
号
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
一
八
日
）

二
面
。

（
501
）	

「
文
科
会
の
力
闘
空
し
／
公
認
遂
に
否
決
さ
る
／
予
算
支
出
一
蹴
さ
れ
再

挙
危
ま
る
文
科
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
一
号
、
一
九
二
八
年
一
一
月

三
日
）
二
面
。

（
502
）	

「
会
長
の
誓
約
が
唯
一
の
力
綱
／
暫
く
成
行
を
傍
観
す
る
／
進
退
不
能
の

文
科
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
一
号
、
一
九
二
八
年
一
一
月
三
日
）
二

面
。

（
503
）	

「
部
長
会
の
不
法
越
権
は
飽
く
ま
で
弾
劾
す
る
／
学
友
会
の
学
生
自
治
を

強
調
し
て
／
五
日
委
員
団
の
決
議
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
四
号
、
一
九

二
九
年
二
月
一
五
日
）
二
面
。

（
504
）	

「
文
学
部
の
更
生
を
望
む
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年

二
月
一
九
日
）
二
面
。

（
505
）	

「
学
生
よ
学
友
会
を
守
れ
／
委
員
団
烽
火
を
挙
ぐ
／
不
法
に
文
化
〔
マ
マ
〕会

予
算

支
出
を
決
め
た
部
長
会
の
専
制
を
糺
弾
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
四
号
、

一
九
二
九
年
二
月
一
五
日
）
二
面
。

（
506
）	

前
掲
「
部
長
会
の
不
法
越
権
は
飽
く
ま
で
弾
劾
す
る
／
学
友
会
の
学
生
自

治
を
強
調
し
て
／
五
日
委
員
団
の
決
議
」。

（
507
）	

「
二
回
会
合
し
改
正
案
進
む
／
多
方
面
の
意
見
の
参
考
と
し
て
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
七
四
号
、
一
九
二
九
年
二
月
一
五
日
）
二
面
。

（
508
）	
「
会
則
改
正
委
員
に
会
員
を
加
へ
よ
／
会
員
か
ら
猛
然
起
る
」（『
立
教
大
学

新
聞
』
第
七
四
号
、
一
九
二
九
年
二
月
一
五
日
）
二
面
。

（
509
）	
前
掲
「
学
友
会
新
会
則
／
部
長
会
決
定
の
草
案
全
文
」
二
面
。

（
510
）	

「
心
を
砕
い
た
予
算
の
配
分
／
代
議
員
制
に
依
つ
て
極
力
公
平
を
期
す
／

起
草
委
員
武
藤
教
授
談
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
六
号
、
一
九
二
九
年
四
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月
二
〇
日
）
二
面
。

（
511
）	

「
最
後
の
総
会
通
過
し
新
会
則
全
く
な
る
／
二
日
に
亘
つ
て
討
論
応
酬
さ

れ
／
殆
ん
ど
草
案
可
決
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
七
号
、
一
九
二
九
年

五
月
一
五
日
）
二
面
。

（
512
）	
「
学
友
会
則
細
則
／
決
定
し
た
そ
の
全
文
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
七
号
、

一
九
二
九
年
五
月
一
五
日
）
二
面
。

（
513
）	

「
却
つ
て
暗
影
を
投
じ
た
代
議
員
選
挙
の
結
果
／
運
動
部
殆
ど
絶
体
多
数

を
獲
得
／
新
会
則
に
非
難
起
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
八
号
、
一
九
二

九
年
六
月
一
五
日
）
二
面
。

（
514
）	

「
何
の
新
味
も
な
く
代
議
員
会
終
る
／
す
べ
て
原
案
通
り
に
通
過
／
本
年

度
予
算
成
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
九
号
、
一
九
二
九
年
七
月
一
五
日
）

二
面
。

（
515
）	

前
掲
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」
二
八
～
二
九
頁
。

（
516
）	

「
公
認
申
請
を
一
蹴
さ
れ
部
外
団
体
は
悩
む
／
各
部
の
本
年
度
予
算
案
を

決
定
し
学
友
会
予
算
会
議
終
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
一
号
、
一
九

三
二
年
五
月
二
一
日
）
二
面
。

（
517
）	

「
勃
興
し
た
大
学
自
治
運
動
／
誤
ら
れ
た
立
教
精
神
を
打
破
せ
ん
と
す
る

傾
向
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
九
号
、
一
九
二
五
年
七
月
一
五
日
）
二
面
。

（
518
）	

「
当
局
の
手
違
ひ
か
ら
予
科
商
科
二
年
騒
ぐ
／
責
任
教
授
懲
戒
／
試
験
の

延
期
で
解
決
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
九
号
、
一
九
二
五
年
七
月
一
五
日
）

三
面
。

（
519
）	

「
大
学
自
治
を
目
標
に
／
学
生
評
議
会
を
作
れ
／
教
授
学
生
間
に
濃
厚
に

な
つ
た
自
治
要
求
の
声
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
七
号
、
一
九
二
六
年
一

月
五
日
）
二
面
。

（
520
）	

前
掲
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」
一
八
頁
。

（
521
）	

同
右
、
三
〇
頁
。

（
522
）	

「
改
善
項
目
を
提
げ
て
商
学
部
学
生
起
つ
／
学
生
大
会
を
開
き
歎
願
書
提

出
／
注
目
さ
れ
る
成
行
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
八
号
、
一
九
三
〇
年
五

月
一
五
日
）
三
面
。

（
523
）	

前
掲
「
立
教
学
生
文
化
運
動
小
史
」
二
一
頁
。

（
524
）	

「（
警
笛
）
学
校
当
局
の
誠
意
を
問
ふ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
九
号
、

一
九
三
〇
年
六
月
一
八
日
）
二
面
。

（
525
）	

「
選
手
廿
余
名
脱
退
／
立
教
野
球
部
の
大
動
揺
／
リ
ー
グ
戦
の
不
成
績
か

ら
野
田
監
督
を
排
斥
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
一
九
日
朝

刊
）
一
一
面
。

（
526
）	

「『
部
員
が
嫌
ふ
監
督
擁
立
の
必
要
な
し
』
／
立
大
野
球
部
の
騒
動
／
脱
退

組
選
手
が
意
見
を
発
表
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
〇
日
付
朝

刊
）
一
一
面
。

（
527
）	

「
立
教
野
球
部
事
件
全
学
生
へ
波
及
／
全
学
委
聯
公
認
と
選
手
支
持
を
大

会
を
開
い
て
決
議
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
一
日
付
朝

刊
）
一
一
面
。

（
528
）	

「
全
学
生
委
員
会
脱
退
組
を
支
持
／
二
部
長
調
停
に
立
つ
／
紛
糾
す
る
立

大
の
野
球
騒
動
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
一
日
付
朝
刊
）
七

面
。

（
529
）	

『
学
生
思
想
事
件
一
覧
』
第
二
輯
、
一
九
三
二
年
八
月
、
二
七
七
～
二
七

八
頁
（
思
想
調
査
資
料
集
成
刊
行
会
編
『
文
部
省
思
想
局
思
想
調
査
資
料
集

成
』
第
二
〇
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）。

（
530
）	
前
掲
「
立
教
野
球
部
事
件
全
学
生
へ
波
及
／
全
学
委
聯
公
認
と
選
手
支
持

を
大
会
を
開
い
て
決
議
」。

（
531
）	

「
解
散
は
せ
ぬ
／
富
田
野
球
部
長
の
談
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
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一
一
月
一
九
日
付
朝
刊
）
一
一
面
。

（
532
）	

前
掲
「
全
学
生
委
員
会
脱
退
組
を
支
持
／
二
部
長
調
停
に
立
つ
／
紛
糾
す

る
立
大
の
野
球
騒
動
」。

（
533
）	
前
掲
『
学
生
思
想
事
件
一
覧
』
第
二
輯
、
二
七
八
頁
。

（
534
）	

同
右
。

（
535
）	

「
立
教
の
紛
擾
円
満
解
決
／
学
長
の
回
答
を
承
認
し
て
」（『
東
京
日
日
新

聞
』
一
九
三
〇
年
一
一
月
二
三
日
付
夕
刊
）
二
面
。

（
536
）	

「
全
聯
公
認
を
後
日
に
／
紛
擾
円
満
解
決
す
」「
全
学
生
大
衆
の
力
強
き
団

結
／
今
次
の
如
き
全
学
生
の
一
致
は
本
学
開
校
以
来
の
こ
と
」（『
立
教
大
学

新
聞
』
第
九
四
号
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
一
五
日
）
三
面
。

（
537
）	

同
右
。

（
538
）	

「
時
間
空
間
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
四
号
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
一
五

日
）
二
面
。

（
539
）	

「
予
科
文
科
二
年
B
組
委
員
制
撤
廃
を
決
議
／
学
校
騒
動
頻
発
の
を
り
か

ら
／
当
局
事
態
を
憂
慮
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、
一
九
三
〇
年
一

一
月
一
五
日
）
三
面
。


